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東北地方における中世城館関係史料集成

東北地方における中世城館関係史料集成
─青森県・岩手県編─

竹　井　英　文

本稿は、科学研究費補助金・若手研究（B）「東北地方における中世城館関係史料の基
礎的研究」（研究代表者 : 竹井英文）の研究成果の一部である。本研究は、東北地方の中
世城館に関する文献史料を網羅的に収集・分析し、各城館の年代・築城主体・機能などの
基礎的な情報を、全国に向けて発信することを主な目的としている。
中世城館は、地域史研究の重要な史料であると同時に、各地で街づくりの核となってい
る重要遺跡であることは言うまでもない。そのため、全国各地で調査研究が行われており、
とりわけ関東地方や関西地方では研究蓄積も分厚く、研究書・研究論文だけでなく、それ
をもとにした一般向け書籍も次々と刊行され、また城跡の保存・整備・活用も極めて進ん
でいるといえよう。
そうした状況と比較すると、東北地方の城郭研究はやや遅れていると言わざるを得ない。
もちろん、東北地方においても諸先学による研究が蓄積され、多彩な成果を生み出してい
ることは間違いない。しかし、たとえば縄張図すら作成されていない城がまだまだたくさ
ん存在するように、研究を行ううえでの基礎的情報が集成・共有されないままになってい
るのが現状ではなかろうか。
そのなかで、本稿で特に問題としたいのは、研究の基礎となる文献史料の収集が大きく
遅れていることである。城郭研究は、さまざまな方法論で行われているが、文献史料によ
る情報はその基盤となるものである。1980年代以降、各都道府県で中世城館跡の悉皆調
査報告書が刊行されていることは周知の通りだが、そのなかには文献史料集を収録してい
るものが多い。特に近年では、『佐賀県の中近世城館』や『福岡県の中近世城館跡』に代
表されるように、より詳細に文献史料の情報を集成した報告書が増えている。これは、現
在の研究水準からすれば、当然のことといえよう。しかし、東北地方においては、1980

年代から 90年代にかけて悉皆調査報告書が刊行されたものの、そうした文献史料集は作
成されていない。特に宮城県は、報告書の刊行すらされていない状況である。
そのため、筆者は本研究によって東北地方の中世城館関係史料を網羅的に収集し、デー
タベース化することで広く一般に公開しようと考えるに至った。東北地方の中世史料は、
他地域に比べて量が少ないと言わざるを得ないが、それでも相当数存在し、そのなかでも
城館関係史料はかなりの数に上る。そのため、本稿では、ひとまず作業を終えた青森県と
岩手県分について公開することにしたい。
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本稿の作成上の注意点を以下列記したい。まず、本稿は古文書に限定して収集した。ま
ずは同時代の古文書にどのように登場するのかという情報を収集することが先決であると
考えたためである。そのため、古記録や後世の編纂物については、別の機会にまとめて公
開する予定である。また、筆者一人の作業でまとめたため、見落としも多いと思われる。
それについても、適宜収集し補遺として公開していきたい。なお、葛西晴信関係文書など
要検討文書についても、念のため収集した。
次に、収集した時期についてである。本稿では、平安・鎌倉時代は除外し、南北朝時代
から近世初期を対象とした。東北地方では、17世紀の前半から半ばに至ってもなお多く
の城が存続していたことで知られている。そのため、なるべく 17世紀の史料についても
収集したつもりである。文書の年代比定については、基本的には最新の史料集の記載に従っ
たが、南部氏関係史料の一部は、熊谷隆次氏による年代比定に拠った。その他の史料の年
代比定も本来なら厳密に行うべきだが、今回はそこまで作業が至らなかった。各自で判断
して頂きたい。
城館関係史料として判断した基準についても説明しておく。実際に史料を見ていくと、

「～城」と記されるなど明らかに城館の存在を示す場合もそれなりに多いものの、地名な
のか人名なのか、地名だとしても城館の存在を示すものと考えてよいのかどうか、判断に
迷うものが非常に多い。しかし、可能性のあるものを除外してしまっては、研究の進展と
いう意味ではかえってよくないのではないかと考え、筆者が明らかに城館とは直接関係な
いと判断したものは除外し、判断に迷ったものは基本的に収集したつもりである。それで
も、基準が曖昧になってしまっていることは否めない。特に「八戸」については南部家文
書中に宛所として登場することが非常に多く、基本的には名字あるいは八戸家中の意味で
記されているものの、地名扱いしようと思えばできるものもあるので、どうするか非常に
苦慮した結果、すべて除外することにした。また、先述したように本稿では 17世紀代の
史料についても積極的に収集したが、そのなかには当時すでに廃城となっている可能性が
高い城館が地名として登場するものも含めた。17世紀の東北地方の城館の状況を考える
と、何らかの形で存続している可能性がゼロとはいえないのではないかと考えたことと、
廃城後の状況を知ることも重要と考えたからである。そのため、城館関係史料とはいえな
いものも多く含まれていると思う。
このように、本稿の不十分さは否めないが、大方のご批判を頂くとともに、多くの方々
にご活用頂ければ幸いである。
最後に、使用した史料集について述べたい。本稿では、全体としては近年刊行された『青
森県史』を軸とした。青森県関係の中近世史料の決定版であり、隣接する岩手県関係の史
料も多く収録されているためである。また、南北朝時代の史料については『南北朝遺文　
東北編』、岩手県関係については『岩手県中世文書』『岩手県戦国期文書』も軸の一つとし
た。そのほか、『新編八戸市史』など各種関係自治体史・史料集を適宜利用した。特に『新
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編八戸市史』では、『青森県史』による南部氏関係史料の年代比定の多くを改めているこ
ともあり、多用した。各史料集の名称は適宜省略して記した。年代比定の参考にした熊谷
隆次氏の論文も含め、略称は以下の通りである。
・『青』中 1、八戸…『青森県史』資料編中世 1、八戸（遠野）南部家関係資料
・『青』中 1、三戸…『青森県史』資料編中世 1、三戸（盛岡）南部家関係資料
・『青』中 1、宝翰…『青森県史』資料編中世 1、盛岡藩関係編纂物・記録　1　宝翰類聚
・『青』中 2…『青森県史』資料編中世 2

・『青』中 3…『青森県史』資料編中世 3

・『青』近…『青森県史』資料編近世 1

・『八』…『新編八戸市史』中世資料編　編年資料
・『岩中』上・中・下…『岩手県中世文書』上・中・下
・『岩戦』1、信直…『岩手県戦国期文書』I、南部信直文書
・『岩戦』1、利直…『岩手県戦国期文書』I、南部利直文書
・『岩戦』2…『岩手県戦国期文書』II

・『岩』近…『岩手県史』第 5巻近世篇　資料　利直黒印知行状
・『南東』…『南北朝遺文　東北編』
・『仙伊』…『仙台市史　伊達政宗文書』
・熊谷 ①… 熊谷隆次「文禄・慶長初期における南部領五戸新田村代官所について ─ 設

置年代の確定と景観的復元 ─」（『東北文化研究室紀要』58号、2016年）
・熊谷 ②… 熊谷隆次「不染斎俊恕書状（根城八戸家宛）の年代比定」（『弘前大学国史

研究』141号、2016年）
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浅
瀬
石
地
、
其
外
十

餘
ヶ
所
降
参
之
間
、
大
光

寺
之
城
際
迄
被
押
詰
之
由

『
青
』
中

3、
16

83
号
。

『
八
』

39
8
号

14
-
1
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

6
月

24
日

15
70

06
24

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

浅
水
口
へ
直
様
出
馬
被
成
『
青
』
中

1、
八
戸

17
5

号
。『
八
』

36
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

14
-
2
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

7
月

21
日

15
70

07
21

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

昨
日
浅
水
へ
打
立
仕
候
へ

共
、
不
被
罷
出
候
之
間
、

一
人
も
不
打
候
、
然
共
城

前
ま
て
を
し
つ
め
…
ぬ

さ
・
浅
水
口
、
御
か
せ
き

候
ハ
ヽ
、
可
為
本
望
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
6

号
。『
八
』

37
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

14
-
3
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

五
戸
・
浅
水
・
見
吉
ニ
控

馬
被
申

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

14
-
4
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

17
年
）

6
月

6
日

15
89

06
06

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
浅
水
　
南

『
青
』
中

1、
八
戸

20
1

号
。『
八
』

48
7
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

14
-
5
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

17
年
）

8
月

8
日

15
89

08
08

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
自
浅
水

『
青
』
中

1、
八
戸

21
0

号
。『
八
』

49
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

14
-
6
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

18
年
）

2
月

12
日

15
90

02
12

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

自
浅
水
幸
便
ニ
申
上
候
つ

る
『
青
』
中

1、
八
戸

18
9

号
。『
八
』

44
6
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る
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14
-
7
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

18
年
）

4
月

23
日

15
90

04
23

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

来
月
二
・
三
日
比
に
浅
水

へ
憑
入

『
青
』
中

1、
八
戸

19
3

号
。『
八
』

45
0
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

14
-
8
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

18
年
）

5
月

19
日

15
90

05
19

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

御
曹
子
様
文
詞
御
用
之

由
、
自
浅
水
承
候
つ
る
間
『
青
』
中

1、
八
戸

22
9

号
。『
八
』

46
6
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

14
-
9
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

19
年
）

4
月

20
日

15
91

04
20

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

浅
水
へ
便
之
時
ハ
御
一
書

に
被
下
候
者
、
可
為
祝
着

候

『
青
』
中

1、
八
戸

22
0

号
。『
八
』

47
1
号

14
-
10
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

19
年
）

6
月

23
日

15
91

06
23

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

只
今
浅
水
へ
可
参
と
申
候

条
、
罷
帰
候
者
と
ゝ
の
へ

候
て
浅
水
へ
憑
入

『
青
』
中

1、
八
戸

20
4

号
。『
八
』

45
5
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

14
-
11
浅
水

青
森
県
五
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

22
日

15
95

10
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

駄
数
申
越
候
ハ
ヽ
浅
水
へ

馬
か
り
候
て
、
三
戸
へ
く

は
り
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
3

号
。『
八
』7

33
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
4
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

15
石
沢

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

7
月

21
日

15
96

07
21

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

石
さ
わ
・
中
一
・
又
し
け

ゟ
人
数
出
候
て
、
木
を
引

か
せ
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
4

号
。『
青
』
近
、1

70
号
。

『
八
』

69
1
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
1
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

五
戸
・
浅
水
・
見
吉
ニ
控

馬
被
申

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

16
-
2
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

七
戸
に
も
五
戸
・
米
田
口

無
透
御
憑
候
由
承
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
9

号
。『
八
』

37
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

16
-
3
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

河
は
た

ゟ
澤
田
・
米
田
・

傳
法
寺
・
新
田
ま
て
も
つ

へ
く
候
、
新
田

ゟ
三
戸
へ

も
つ
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

16
-
4
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

1
月

22
日

15
96

01
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

新
田
ニ
家
作
候
間
、
木
工

も
家
の
用
意
成
候
て

『
青
』
中

1、
三
戸

59
7

号
。『
青
』
近
、1

59
号
。

『
八
』

68
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

88
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
5
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

5
月

20
日

15
96

50
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

蔵
之
し
き
板
早
々
く
た
し

候
哉
…
当
年
ハ
新
田
之
者

ニ
も
御
材
木
と
ら
せ
へ
く

候

『
青
』
中

1、
三
戸

64
2

号
。『
青
』
近
、1

64
号
。

『
八
』

68
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

48
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
6
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
～

4
年
）

6
月

26
日

15
96

06
26

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

蔵
ニ
鑓
か
け
を
こ
し
ら
へ

候
て
、
く
ら
ニ
お
き
候
へ

く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

60
5

号
。『
八
』7

50
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

13
8
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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16
-
7
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

7
月

21
日

15
96

07
21

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

く
ら
の
儀
、
土
代
な
く
候

ハ
ヽ
あ
し
く
有
へ
き
と
番

匠
云
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
4

号
。『
青
』
近
、1

70
号
。

『
八
』

69
1
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
8
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

7
月
晦
日

15
96

07
31

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
・
木
村
文
書

土
台
之
事
申
越
候
、
三
間

木
二
丁
、
四
間
木
二
丁
・

四
丁
ニ
て
た
つ
済
候

『
青
』
中

1、
三
戸

60
0

号
。『
青
』
近
、1

72
号
。

『
八
』

69
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
9
五
戸

青
森
県
五
戸
町

慶
長
元
年

7
月
頃

15
96

07
00

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

今
日
三
戸
ま
て
帰
候
、
く

ら
の
事

『
青
』
中

1、
三
戸

64
1

号
。『
青
』
近
、1

61
号
。

『
八
』

69
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
10
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
カ
）

9
月

17
日

15
96

09
17

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

其
方
之
町
へ
も
可
至
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
0

号
。『
青
』
近
、1

04
号
。

『
八
』

69
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

16
-
11
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

9
月

17
日

15
96

09
17

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

今
月
中
ニ
普
請
す
ま
し
、

可
然
候

『
青
』
中

1、
三
戸

60
1

号
。『
青
』
近
、1

84
号
。

『
八
』

69
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
12
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

9
月

22
日

15
96

09
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

津
軽
よ
り
去
候
者
、
七
日

町
へ
越
候
へ
と
先
度
源
四

郎
ニ
云
付
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
1

号
。『
青
』
近
、1

07
号
。

『
八
』

69
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

2
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

16
-
13
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長

2
年
）

12
月

23
日

15
97

12
23

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
・
木
村
文
書

蔵
之
米
廿
駄
、
二
月
迄
目

時
か
り
候
様
子
、
我
々
者

不
知
候

『
青
』
中

1、
三
戸

60
9

号
。『
青
』
近
、

22
0

号

16
-
14
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長

6
年
）

3
月

22
日

16
01

03
22

 「
南
部
利
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

新
田

ゟ
と
り
よ
せ
候
さ
け

二
三
具
可
越
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
7

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

10
号

16
-
15
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
元
和
元
～

6
年
）

3
月

10
日

16
15

03
10

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

明
日
ハ
新
田
へ
参
候

『
青
』
中

1、
八
戸

36
8

号
。『
八
』9

24
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

24
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

16
-
16
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
元
和

7
年
）

3
月

1
日

16
21

03
01

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
「
三
翁
昔
語
」
三

五
戸
の
新
田
ま
て
越
候
ハ

ん
と
存
候

『
八
』

88
1
号

16
-
17
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
寛
永

14
年
）

5
月

18
日

16
37

05
18

 「
木
村
秀
政
書
状
控
」
五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

内
之
者
共
五
戸
へ
相
返
し

申
候
間
…
五
戸
迄
一
昨
日

申
越
候
通
り

『
青
』
中

1、
三
戸

62
7

号
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16
-
18
五
戸

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長

5
年
～
寛

永
3
年
）

6
月

11
日

16
00

06
11

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

七
戸

ゟ
門
の
ふ
き
板
五
戸

之
も
の
と
も
ニ
越
候
へ
と

申
候
つ
る

『
青
』
中

1、
三
戸

61
4

号
。『
八
』9

26
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

19
7
号
・

25
8
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

17
-
1
中
市

青
森
県
五
戸
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

中
市
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

17
-
2
中
市

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

7
月

21
日

15
96

07
21

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

石
さ
わ
・
中
一
・
又
し
け

ゟ
人
数
出
候
て
、
木
を
引

か
せ
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
4

号
。『
青
』
近
、1

70
号
。

『
八
』

69
1
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

18
-
1
野
沢

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

7
月

21
日

15
70

07
21

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

ぬ
さ
・
浅
水
口
、
御
か
せ

き
候
ハ
ヽ
、
可
為
本
望
候
『
青
』
中

1、
八
戸

17
6

号
。『
八
』

37
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

18
-
2
野
沢

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

七
戸
之
御
馬
を
野
佐
口
へ

被
出
候
而

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

18
-
3
野
沢

青
森
県
五
戸
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

自
其
御
方
も
、
ぬ
さ
口
成

共
、
何
方
成
共

『
青
』
中

1、
八
戸

17
9

号
。『
八
』

37
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

18
-
4
野
沢

青
森
県
五
戸
町

（
文
禄

3
年
カ
）

3
月

1
日

15
94

03
01

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

（
墨
引
）　
野
澤

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

58
3

号
。『
青
』
近
、

75
号
。

『
八
』

63
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

90
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

18
-
5
野
沢

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長

2～
4
年
）

3
月

8
日

15
97

03
08

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
野
澤

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

35
5

号
。『
八
』7

46
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

93
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

19
又
重

青
森
県
五
戸
町

（
慶
長
元
年
）

7
月

21
日

15
96

07
21

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

石
さ
わ
・
中
一
・
又
し
け

ゟ
人
数
出
候
て
、
木
を
引

か
せ
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
4

号
。『
青
』
近
、1

70
号
。

『
八
』

69
1
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

20
-
1
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
応
永

21
年
頃

カ
）

6
月

12
日

14
14

06
12

 「
永
玉
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
よ
り
寶
蔵
主
御
上
洛

候
間

『
青
』
中

1、
八
戸

14
1

号

20
-
2
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
永
禄
末
年
）

7
月

21
日

15
70

07
21

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）
三
戸
　
八
戸
殿
　

参
　
晴
政

『
青
』
中

1、
八
戸

17
6

号
。『
八
』

37
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

20
-
3
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
之
事
ハ
不
申
及
、
某

川
一
隔
候
而
無
油
断
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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20
-
4
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
へ
可
致
披
見
候
、
従

三
戸
今
日
其
御
方
へ
音
信

申
さ
れ
候
真

『
青
』
中

1、
八
戸

18
0

号
。『
八
』

37
4
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

20
-
5
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
元
亀

3
年
カ
）

3
月

24
日

15
72

03
24

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

諸
事
自
三
戸
軈
而
音
信
可

被
申
候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
1

号
。『
八
』

38
6
号

20
-
6
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
元
亀
末
～
天
正

初
年
頃
カ
）

9
月

27
日

15
72

09
27

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
へ
和
談
之
儀
…
三
戸

へ
之
御
状

『
青
』
中

1、
八
戸

18
3

号
。『
八
』

38
8
号

20
-
7
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

5
月

12
日

15
89

05
12

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
へ
昨
日
罷
出
候

『
青
』
中

1、
八
戸

19
4

号
。『
八
』

45
1
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

20
-
8
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

6
月

1
日

15
89

06
01

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

然
者
天
気
悪
候
キ
、
宗
加

三
戸
へ
延
虜
ニ
候

『
青
』
中

1、
八
戸

19
9

号
。『
八
』

45
3
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

20
-
9
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

6
月

1
日

15
89

06
01

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
ニ
ハ
津
軽
之
時
宜
…

三
戸
其
方
計
に
て
ハ
難
相

調
候
キ

『
青
』
中

1、
八
戸

18
2

号
。『
八
』

48
5
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

20
-
10
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

6
月

6
日

15
89

06
06

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
に
ハ
郡
中
我
々
存
分

之
様
ニ
な
く
候
事

『
青
』
中

1、
八
戸

20
1

号
。『
八
』

48
7
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

20
-
11
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

18
年
）

7
月

27
日

15
90

07
27

 「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
盛
岡
南
部
家
文
書

則
妻
子
三
戸
江
引
寄
、
可

召
置
事

『
青
』
中

1、
三
戸

53
1

号
。『
青
』
近
、

43
号

20
-
12
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

18
年
）

12
月

9
日

15
90

12
09

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
三
戸
よ
り

『
青
』
中

1、
八
戸

22
4

号
。『
八
』

46
9
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

20
-
13
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

18
年
）

12
月

22
日

15
90

12
22

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

其
折
節
三
戸
へ
罷
越
候
而
『
青
』
中

1、
八
戸

21
9

号
。『
八
』

47
0
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

20
-
14
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

後
1
月

7
日

15
91

00
10

7「
南
部
信
直
書
状
」

斎
藤
文
書

八
戸
お
ち
か
た
へ
　
三
戸

ゟ
　
信
直

『
岩
戦
』

1、
信
直

7
号

20
-
15
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

2
月

28
日

15
91

20
28

 「
浅
野
忠
政
等
書
状
」
色
部
文
書

依
然
御
伴
申
三
戸
へ
先
退

候
『
青
』
近
、7

2
号
。『
八
』

53
7
号
。『
岩
戦
』

2、
11

3
号

20
-
16
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

5
月

18
日

15
91

05
18

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

野
田
殿
　
三
戸
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

57
7

号
。『
青
』
近
、

80
号
。

『
八
』5

46
号『
岩
戦
』1
、

信
直

11
号
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20
-
17
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

5
月

29
日

15
91

05
29

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

野
田
殿
へ
　
三
戸
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

57
8

号
。『
青
』
近
、

81
号
。

『
八
』

54
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

12
号

20
-
18
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

6
月

27
日

15
91

06
27

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

野
田
殿
　
三
戸
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

57
9

号
。『
青
』
近
、

83
号
。

『
八
』

55
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
号

20
-
19
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

7
月

12
日

15
91

07
12

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

野
田
殿
　
三
戸
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

58
0

号
。『
青
』
近
、

93
号
。

『
八
』

55
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

14
号

20
-
20
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

7
月

12
日

15
91

07
12

 「
親
輔
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

（
墨
引
）　
自
三
戸

『
青
』
中

1、
三
戸

58
1

号
。『
八
』

55
9
号

20
-
21
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

7
月

17
日

15
91

07
17

 「
浅
野
長
吉
書
状
」

盛
岡
南
部
家
文
書

拙
者
儀
者
人
数
五
千
三
千

之
躰
ニ
て
三
戸
辺
迄
可
罷

越
候

『
青
』
中

1、
三
戸

53
5

号
。『
青
』
近
、

95
号
。

『
八
』

56
1
号
。『
岩
戦
』

2、
22

2
号
。

20
-
22
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

野
田
殿
　
三
戸
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

20
-
23
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

三
戸
　
平
地

『
青
』
近
、

13
0
号

20
-
24
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

2
年
カ
）

12
月

27
日

15
93

12
27

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
三
戸

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

59
3

号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

35
号

20
-
25
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

5
月
末
カ

15
95

05
31

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
「
三
翁
昔
語
」
二

三
戸

ゟ
梅
越
候
間
、
か
た

荷
越
候

『
八
』

65
0
号

20
-
26
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

6
月

16
日

15
95

06
16

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

三
戸
ニ
梅
た
く
さ
ん
に
な

り
候

『
青
』
中

1、
八
戸

33
4

号
。『
青
』
近
、1

65
号
。

『
岩
戦
』

1、
信
直

50
号
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20
-
27
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

6
月

26
日

15
95

06
26

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

御
こ
れ
ん
か
た
へ
梅
こ
し

候
、
三
戸

ゟ
と
り
よ
せ
候

者

『
青
』
中

1、
八
戸

33
6

号
。『
青
』
近
、1

68
号
。

『
岩
戦
』

1、
信
直

53
号

20
-
28
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

6
月

28
日

15
95

06
28

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

三
戸
よ
り
梅
越
候
者
、
た

く
さ
ん
ニ
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

33
7

号
。『
八
』6

57
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

54
号

20
-
29
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

6
月

29
日

15
95

06
29

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

重
而
三
戸
よ
り
越
候
者
、

便
宜
こ
と
に
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

23
6

号
。『
青
』
近
、1

67
号
。

『
岩
戦
』

1、
信
直

55
号

20
-
30
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

7
月

8
日

15
95

07
08

 「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸

ゟ
梅
越
候
間
こ
し
申

候
『
青
』
中

1、
八
戸

23
7

号
。『
八
』6

61
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

11
1
号

20
-
31
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

8
月

17
日

15
95

08
17

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

三
戸

ゟ
夕
部
帰
候

『
青
』
中

1、
八
戸

34
2

号
。『
青
』
近
、1

76
号
。

『
八
』

66
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

64
号

20
-
32
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

1～
5
日

15
95

10
01

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

三
戸
へ
越
候
て
遣
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
6

号
。『
八
』7

53
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

14
1
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

20
-
33
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

河
は
た

ゟ
澤
田
・
米
田
・

傳
法
寺
・
新
田
ま
て
も
つ

へ
く
候
、
新
田

ゟ
三
戸
へ

も
つ
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

20
-
34
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

19
日

15
95

10
19

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

ほ
な
ゝ
い

ゟ
は
し
ら
其
方

ま
て
か
つ
き
候
ハ
ヽ
、
戸

来
ま
て
か
ね
て
云
付
候

て
、
次
日
ニ
三
戸
へ
と
お

し
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
5

号
。『
青
』
近
、1

54
号
。

『
八
』

67
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

12
3
号

『
八
』
は

10
月

9
日

と
す
る
。
年
代
比
定

は
熊
谷
①
に
よ
る
。

20
-
35
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

22
日

15
95

10
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

駄
数
申
越
候
ハ
ヽ
浅
水
へ

馬
か
り
候
て
、
三
戸
へ
く

は
り
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

63
3

号
。『
八
』7

33
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
4
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

20
-
36
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
慶
長
元
年
）

1
月

10
日

15
96

01
10

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

某
三
戸
へ
越
候
…
三
戸
に

十
日
計
居
候
而
…
三
戸

ゟ
又
々
人
を
可
遣
候
…
三
戸

ま
て
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

33
1

号
。『
青
』
近
、2

42
号
。

『
八
』

68
2
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

86
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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20
-
37
三
戸

青
森
県
三
戸
町

慶
長
元
年

7
月
頃

15
96

97
00

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

今
日
三
戸
ま
て
帰
候
、
く

ら
の
事

『
青
』
中

1、
三
戸

64
1

号
。『
青
』
近
、1

61
号
。

『
八
』

69
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

20
-
38
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
慶
長
元
年
）

9
月

22
日

15
96

09
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
三
戸

ゟ
　
新
田

木
工
方
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
三
戸

59
1

号
。『
青
』
近
、1

07
号
。

『
八
』

69
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

2
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

20
-
39
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
慶
長

4
年
）

後
3
月

7
日

15
99

03
07

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
三
戸

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

35
6

号
。『
八
』

74
1
号

20
-
40
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
元
和
元
～

6
年
）

4
月

13
日

16
15

04
13

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

三
戸

ゟ
　（
墨
引
）　
八
戸

か
ミ
　
と
し
直
　
御
返
事
『
青
』
中

1、
八
戸

36
5

号
。『
八
』9

22
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

24
4
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

20
-
41
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
元
和

4
年
）

12
月

3
日

16
18

12
03

 「
南
部
利
直
知
行
宛

行
状
写
」

参
考
諸
家
系
図
二
十
八
当
年
三
戸
御
普
請
精
入
候

ニ
付
、
令
扶
助
候

『
青
』
近
、

76
2
号

20
-
42
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
元
和

7
年
～
寛

永
3
年
）

6
月

7
日

16
21

06
07

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

今
日
盛
岡
へ
可
着
と
思

候
、
三
戸
へ
着
候
と
も
、

無
間
断
城
へ
出
奉
公
尤
候

『
青
』
中

1、
八
戸

37
4

号
。『
八
』9

25
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

25
6
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

20
-
43
三
戸

青
森
県
三
戸
町

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
29

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

三
戸
江
大
蔵
帰
り
候
間
、

伝
馬
二
疋

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

20
-
44
三
戸

青
森
県
三
戸
町

寛
永

10
年

9
月

15
日

16
33

09
15

 「
書
留
　
御
巡
見
之

次
第
」

盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵

文
書

一
、
御
泊
　
三
戸
　
諸
道

具
同

『
青
』
近
、

10
44
号

20
-
45
三
戸

青
森
県
三
戸
町

年
月
日
未
詳

「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

三
戸
よ
り
八
幡
被
参
候
義

承
候

『
青
』
中

1、
八
戸

21
1

号

20
-
46
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
年
未
詳
）

1
月

11
日

「
南
慶
儀
書
状
写
」

宝
翰
類
聚

仍
明
日
松
岳
殿
三
戸
へ
御

参
候
由
承
候

『
青
』
中

1、
宝
翰

14
1

号
。『
岩
中
』
下
、

21
1

号

20
-
47
三
戸

青
森
県
三
戸
町

（
年
未
詳
）

11
月

13
日

「
南
部
利
直
書
状
」

大
館
下
田
文
書

秋
三
戸
ニ
居
候
比
ニ
候

『
岩
戦
』

2、
23

9
号

21
斗
内

青
森
県
三
戸
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

四
戸
殿
ハ
先
日
も
戸
内
へ

出
事
被
成
候
而
、
矢
合
御

座
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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22
-
1
目
時

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

3
月

17
日

15
89

03
17

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
目
時
よ
り

『
青
』
中

1、
八
戸

22
8

号
。『
八
』

47
7
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

22
-
2
目
時

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

4
月

21
日

15
89

04
21

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
自
目
時

『
青
』
中

1、
八
戸

19
2

号
。『
八
』

44
9
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

22
-
3
目
時

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

7
月

27
日

15
89

07
27

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
目
時
よ
り

『
青
』
中

1、
八
戸

20
8

号
。『
八
』

46
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

22
-
4
目
時

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

17
年
）

7
月

27
日

15
89

07
27

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
目
時
よ
り

『
青
』
中

1、
八
戸

20
9

号
。『
八
』

46
3
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

22
-
5
目
時

青
森
県
三
戸
町

（
天
正

18
年
）

4
月

23
日

15
90

04
23

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
目
時
　

『
青
』
中

1、
八
戸

19
3

号
。『
八
』

45
0
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

22
-
6
目
時

青
森
県
三
戸
町

（
慶
長

2
年
）

12
月

23
日

15
97

12
23

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
・
木
村
文
書

蔵
之
米
廿
駄
、
二
月
迄
目

時
か
り
候
様
子
、
我
々
者

不
知
候

『
青
』
中

1、
三
戸

60
9

号
。『
青
』
近
、

22
0

号

23
-
1
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
永
禄
末
年
）

7
月

21
日

15
70

07
21

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

七
戸
へ
音
信
申
度
候
へ
と

も
…
彼
文
七
戸
被
差
越
候

而

『
青
』
中

1、
八
戸

17
6

号
。『
八
』

37
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
2
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
永
禄
末
年
）

7
月

26
日

15
70

07
26

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

自
七
戸
承
候
ハ
、
人
も
こ

し
候
て
見
せ
候
へ
と
承
候

間

『
青
』
中

1、
八
戸

17
7

号
。『
八
』

37
1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
3
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

七
戸
へ
御
到
来
候
而

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
4
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
元
亀

3
年
カ
）

3
月

24
日

15
72

03
24

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

分
而
七
戸
路
次
と
申
、
肝

要
ニ
被
存
候
条
…
七
戸
口

可
被
仰
継
候
由
承
候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
1

号
。『
八
』

38
6
号

23
-
5
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
天
正

17
年
）

6
月

6
日

15
89

06
06

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

然
者
七
戸
へ
銕
炮
御
合
力

之
由
承
候
而
可
然
存
候

『
青
』
中

1、
八
戸

20
1

号
。『
八
』

48
7
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
6
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

七
戸
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

23
-
7
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

七
戸

ゟ
洞
内
迄
も
ち
候
者
『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る
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23
-
8
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
慶
長
元
年
）

1
月

22
日

15
96

01
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

此
ふ
み
七
戸
へ
越
候
へ
く

候
、
才
木
と
ら
せ
候
間

『
青
』
中

1、
三
戸

59
7

号
。『
青
』
近
、1

59
号
。

『
八
』

68
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

88
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

23
-
9
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
慶
長
元
年
カ
）

9
月

17
日

15
96

09
17

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

七
戸
へ
文
越
候
間
、
明
日

早
天
ニ
届
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
0

号
。『
青
』
近
、1

04
号
。

『
八
』

69
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
10
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
慶
長
元
～

3
年
）

12
月

5
日

15
96

12
05

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

七
戸
へ
文
越
候
間
、
町
之

も
の
ニ
相
届
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

60
3

号
。『
青
』
近
、1

88
号
。

『
八
』

73
6
号
。『
岩
戦
』

1、
13

3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
11
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
慶
長

5
年
～
寛

永
3
年
）

6
月

11
日

16
00

06
11

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

七
戸

ゟ
門
の
ふ
き
板
五
戸

之
も
の
と
も
ニ
越
候
へ
と

申
候
つ
る

『
青
』
中

1、
三
戸

61
4

号
。『
八
』9

26
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

19
7
号
・

25
8
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

23
-
12
七
戸

青
森
県
七
戸
町

（
元
和

7
年
）

3
月

1
日

16
21

03
01

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
「
三
翁
昔
語
」
三

又
七
戸
ま
て
お
し
ま
わ
し

候
て

『
八
』

88
1
号

24
-
1
戸
来

青
森
県
新
郷
村

（
文
禄

4
年
）

10
月

19
日

15
95

10
19

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

ほ
な
ゝ
い

ゟ
は
し
ら
其
方

ま
て
か
つ
き
候
ハ
ヽ
、
戸

来
ま
て
か
ね
て
云
付
候

て
、
次
日
ニ
三
戸
へ
と
お

し
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
5

号
。『
青
』
近
、1

54
号
。

『
八
』

67
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

12
3
号

『
八
』
は

10
月

9
日

と
す
る
。
年
代
比
定

は
熊
谷
①
に
よ
る

24
-
2
戸
来

青
森
県
新
郷
村

慶
長
元
年

7
月
頃

15
96

07
00

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

下
之
板
ハ
戸
来
へ
あ
つ
ら

い
候
て

『
青
』
中

1、
三
戸

64
1

号
。『
青
』
近
、1

61
号
。

『
八
』

69
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

25
-
1
田
子

青
森
県
田
子
町

（
元
亀
末
～
天
正

初
年
頃
カ
）

9
月

27
日

15
73

09
27

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

然
間
一
戸
江
州
田
子
へ
被

罷
越
候
へ
と
も

『
青
』
中

1、
八
戸

18
3

号
。『
八
』

38
8
号

25
-
2
田
子

青
森
県
田
子
町

元
和

5
年

6
月

7
日

16
19

06
07

 「
南
部
利
康
伝
馬
手

形
」

梅
内
家
文
書

田
子
　
関
　
大
湯
　
毛
馬

内
　
松
山

『
八
』

86
9
号

25
-
3
田
子

青
森
県
田
子
町

元
和

5
年

6
月

8
日

16
19

06
08

 「
南
部
利
康
伝
馬
手

形
」

梅
内
家
文
書

田
子
　
関
　
大
湯
　
松
山
『
八
』

87
0
号
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25
-
4
田
子

青
森
県
田
子
町

（
慶
長

5
年
～
寛

永
9
年
）

9
月

18
日

16
00

09
18

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

田
子
之
ハ
田
子
之
蔵
、
櫛

引
之
ハ
く
し
引
之
蔵
ニ
、

当
年
ハ
可
納
候
間

『
青
』中

1、
宝
翰

16
号
。

『
八
』

94
7
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

29
1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

26
-
1
奥
瀬

青
森
県
十
和
田
市
（
慶
長
元
年
）

9
月

22
日

16
00

09
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

沢
田
・
奥
瀬
ニ
も
有
へ
く

候
間
、
家
の
三
十
も
有
へ

く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
1

号
。『
青
』
近
、1

07
号
。

『
八
』

69
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

2
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

26
-
2
奥
瀬

青
森
県
十
和
田
市
元
和

7
年

5
月

28
日

16
21

05
28
「
南
部
利
直
知
行
状
」
系
胤
譜
考

四
百
五
拾
九
石
壱
斗
八
升
　

奥
瀬
城
廻
り

『
青
』
近
、8

27
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

17
6
号
。

『
岩
』
近
、

96
号

27
切
田

（
気
田
）

青
森
県
十
和
田
市
（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

河
は
た

ゟ
澤
田
・
米
田
・

傳
法
寺
・
新
田
ま
て
も
つ

へ
く
候
、
新
田

ゟ
三
戸
へ

も
つ
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

28
-
1
沢
田

青
森
県
十
和
田
市
（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

沢
田
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

28
-
2
沢
田

青
森
県
十
和
田
市
（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

河
は
た

ゟ
澤
田
・
米
田
・

傳
法
寺
・
新
田
ま
て
も
つ

へ
く
候
、
新
田

ゟ
三
戸
へ

も
つ
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

28
-
3
沢
田

青
森
県
十
和
田
市
慶
長
元
年

7
月
頃

15
96

07
00

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

福
岡
へ
越
へ
く
候
、
澤
田

ニ
も
米
借
候
間

『
青
』
中

1、
三
戸

64
1

号
。『
青
』
近
、1

61
号
。

『
八
』

69
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

28
-
4
沢
田

青
森
県
十
和
田
市
（
慶
長
元
年
）

9
月

22
日

15
96

09
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

沢
田
・
奥
瀬
ニ
も
有
へ
く

候
間
、
家
の
三
十
も
有
へ

く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
1

号
。『
青
』
近
、1

07
号
。

『
八
』

69
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

2
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

29
傳
法
寺

青
森
県
十
和
田
市
（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

河
は
た

ゟ
澤
田
・
米
田
・

傳
法
寺
・
新
田
ま
て
も
つ

へ
く
候
、
新
田

ゟ
三
戸
へ

も
つ
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

30
藤
島

青
森
県
十
和
田
市
（
元
亀
末
～
天
正

初
年
頃
カ
）

9
月

27
日

15
72

09
27

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

藤
嶋
へ
警
固
被
成
候
事
、

我
々
も
可
然
存
候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
3

号
。『
八
』

38
8
号
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31
-
1
洞
内

青
森
県
十
和
田
市
（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

洞
内
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

31
-
2
洞
内

青
森
県
十
和
田
市
（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

七
戸

ゟ
洞
内
迄
も
ち
候
者
『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

31
-
3
洞
内

青
森
県
十
和
田
市
（
文
禄

4
年
）

10
月

19
日

15
95

10
19

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

ほ
な
ゝ
い

ゟ
は
し
ら
其
方

ま
て
か
つ
き
候
ハ
ヽ
、
戸

来
ま
て
か
ね
て
云
付
候

て
、
次
日
ニ
三
戸
へ
と
お

し
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
5

号
。『
青
』
近
、1

54
号
。

『
八
』

67
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

12
3
号

『
八
』
は

10
月

9
日

と
す
る
。
年
代
比
定

は
熊
谷
①
に
よ
る

32
-
1
米
田

青
森
県
十
和
田
市
（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

七
戸
に
も
五
戸
・
米
田
口

無
透
御
憑
候
由
承
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
9

号
。『
八
』

37
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

32
-
2
米
田

青
森
県
十
和
田
市
（
文
禄

4
年
）

10
月

6
日

15
95

10
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

河
は
た

ゟ
澤
田
・
米
田
・

傳
法
寺
・
新
田
ま
て
も
つ

へ
く
候
、
新
田

ゟ
三
戸
へ

も
つ
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

59
4

号
。『
八
』7

32
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

33
-
1
剣
吉

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

見
吉
物
謂
御
座
候
つ
る
…

五
戸
・
浅
水
・
見
吉
ニ
控

馬
被
申
…
八
戸
之
御
馬
を

ハ
見
吉
口
へ
被
為
打
候

者
、
吾
々
ハ
罷
出
候
而
、

見
吉
之
手
ふ
さ
か
り
ニ
可

罷
成
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

33
-
2
剣
吉

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

四
戸
殿
人
馬
別
ニ
被
立

馬
、
見
吉
・
森
之
腰
へ
被

致
打
立

『
青
』
中

1、
八
戸

17
9

号
。『
八
』

37
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

33
-
3
剣
吉

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

如
仰
見
吉
被
致
御
手
始
候

ニ
付
而
…
見
吉
も
城
前
ま

て
三
戸
つ
め
申
さ
れ
候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
0

号
。『
八
』

37
4
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

33
-
4
剣
吉

青
森
県
南
部
町

（
天
正

17
年
）

7
月

27
日

15
89

07
27

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

劔
吉
ニ
二
・
三
日
こ
ら
へ

候
て
遅
々
仕

『
青
』
中

1、
八
戸

20
8

号
。『
八
』

46
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

33
-
5
剣
吉

青
森
県
南
部
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

剣
吉
　
平
地

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号
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33
-
6
剣
吉

青
森
県
南
部
町

（
慶
長
元
年
）

6
月

16
日

15
96

06
16

 「
南
部
信
直
書
状
」

四
戸
家
文
書

名
久
井
・
剱
吉
へ
板
も
能

見
合
、
尤
候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
6

号
。『
八
』6

87
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

10
5
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

34
-
1
斗
賀

青
森
県
南
部
町

（
慶
長
元
年
）

1
月

10
日

15
96

01
10

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

某
三
戸
へ
越
候
、
あ
れ

ゟ
と
か
ま
て
む
か
ひ
ニ
可
越

候

『
青
』
中

1、
八
戸

33
1

号
。『
青
』
近
、2

42
号
。

『
八
』

68
2
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

86
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

34
-
2
斗
賀

青
森
県
南
部
町

（
慶
長

4
年
カ
）

閏
3
月

18
日

15
99

00
31

8 「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

斗
加
へ
孫
参
候
事
、
今
月

ニ
候
哉

『
青
』
中

1、
八
戸

25
1

号
。『
青
』
近
、2

45
号
。

『
八
』

74
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

82
号

34
-
3
斗
賀

青
森
県
南
部
町

（
慶
長

4
年
）

閏
3
月

20
日

15
99

03
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

斗
か
へ
物
参
り
の
時
分
可

申
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

35
7

号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

84
号

35
-
1
苫
米
地

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

四
戸
殿
人
馬
別
ニ
被
立

馬
、
見
吉
・
森
之
腰
へ
被

致
打
立

『
青
』
中

1、
八
戸

17
9

号
。『
八
』

37
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

35
-
2
苫
米
地

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

昨
日
も
四
戸
殿
人
馬
別
ニ

被
立
馬
候
而
、
森
之
腰
し

ほ
り
を
と
ら
せ
ら
れ
候
而

『
青
』
中

1、
八
戸

18
0

号
。『
八
』

37
4
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

36
-
1
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
天
正

17
年
）

7
月

27
日

15
89

07
27

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

名
久
井
此
間
細
々
出
入
ニ

乗
申
候
而

『
青
』
中

1、
八
戸

20
8

号
。『
八
』

46
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

36
-
2
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
天
正

17
年
）

8
月

8
日

15
89

08
08

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

二
・
三
日
之
内
ニ
名
城
其

御
方
へ
申
へ
く
候
キ

『
青
』
中

1、
八
戸

21
1

号
。『
八
』

49
1
号

「
名
城
」
＝
名
久
井

か
。
年
代
比
定
は

『
八
』
に
よ
る

36
-
3
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
天
正

17
年
）

8
月

15
日

15
89

08
15

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
自
名
久
井

『
青
』
中

1、
八
戸

18
4

号
。『
八
』

49
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

36
-
4
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
天
正

17
年
）

10
月

9
日

15
89

10
09

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

弥
二
郎
殿
よ
り
名
久
井
使

ニ
罷
越
候
者
ニ
誂
候
而
申

候

『
青
』
中

1、
八
戸

21
7

号
。『
八
』

46
8
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

36
-
5
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

名
久
井
　
平
地

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

36
-
6
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
慶
長
元
年
）

6
月

16
日

15
96

96
16

 「
南
部
信
直
書
状
」

四
戸
家
文
書

名
久
井
・
剱
吉
へ
板
も
能

見
合
、
尤
候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
6

号
。『
八
』6

87
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

10
5
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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36
-
7
名
久
井

青
森
県
南
部
町

（
慶
長

19
年
～
元

和
6
年
）

9
月

8
日

16
14

09
08

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

き
の
ふ
ハ
御
文
、
な
く
い

に
て
ミ
申
候

『
青
』
中

1、
八
戸

37
2

号
。『
八
』9

27
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

28
8
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

37
-
1
森
之
腰

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
南
部
晴
政
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

四
戸
殿
人
馬
別
ニ
被
立

馬
、
見
吉
・
森
之
腰
へ
被

致
打
立

『
青
』
中

1、
八
戸

17
9

号
。『
八
』

37
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

37
-
2
森
之
腰

青
森
県
南
部
町

（
永
禄
末
年
）

10
月

16
日

15
70

10
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

森
之
腰
し
ほ
り
を
と
ら
せ

ら
れ
候
而
、
二
階
之
に

を
ゝ
悉
被
為
焼
候
、
我
々

も
森
の
こ
し
し
ほ
り
を
と

ら
せ
候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
0

号
。『
八
』

37
4
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

38
-
1
野
辺
地

青
森
県
野
辺
地
町
（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

野
辺
地
　
山
城

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

38
-
2
野
辺
地

青
森
県
野
辺
地
町
（
文
禄

2
年
）

5
月

27
日

15
93

05
27

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

秋
田
に
て
大
舩
は
き
申

候
、
野
邊
地
・
よ
こ
浜
に

て
、
ゑ
そ
ふ
ね
あ
ま
た
こ

し
ら
へ
候
て

『
青
』
中

1、
八
戸

23
3

号
。『
青
』
近
、1

45
号
。

『
八
』

62
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

41
号

38
-
3
野
辺
地

青
森
県
野
辺
地
町
（
慶
長
元
～

4
年
）

6
月

26
日

16
00

06
26

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

善
五
郎
野
邊
地

ゟ
す
ミ
つ

き
越
候
ハ
ヽ
、
此
方
へ

早
々
可
相
届
候
、
野
邊
地

ハ
や
け
候
て
、
下
々
さ
わ

く
よ
し
云
候
間

『
青
』
中

1、
三
戸

60
5

号
。『
八
』7

50
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

13
8
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

38
-
4
野
辺
地

青
森
県
野
辺
地
町
（
年
未
詳
）

6
月

28
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

野
邊
地
辻
と
権
三
郎
参
候

て
改
さ
せ
へ
く
申
候

『
青
』中

1、
宝
翰

14
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

26
6

号

38
-
5
野
辺
地

青
森
県
野
辺
地
町
（
年
未
詳
）

6
月

28
日

「
南
部
利
直
書
状
」

文
書
集

家
を
改
候
て
野
辺
地
辻
と

権
三
郎
参
候
て
改
さ
せ
可

申
候

『
岩
戦
』

1、
利
直

26
6

号

39
-
1
櫛
引

青
森
県
八
戸
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

櫛
引
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

39
-
2
櫛
引

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

5
年
～
寛

永
9
年
）

9
月

18
日

16
00

09
18

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

田
子
之
ハ
田
子
之
蔵
、
櫛

引
之
ハ
く
し
引
之
蔵
ニ
、

当
年
ハ
可
納
候
間

『
青
』中

1、
宝
翰

16
号
。

『
八
』

94
7
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

29
1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

40
尻
内

青
森
県
八
戸
市

（
天
正

17
年
）

7
月

27
日

15
89

07
27

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

先
度
ハ
尻
内
ま
て
御
送

『
青
』
中

1、
八
戸

20
8

号
。『
八
』

46
2
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る
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41
-
1
新
田

青
森
県
八
戸
市

（
天
正

17
年
）

7
月

27
日

15
89

07
27

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

先
日
新
田
へ
参
度
候
つ
れ

共
『
青
』
中

1、
八
戸

20
9

号
。『
八
』

46
3
号

年
代
比
定
は
熊
谷
②

に
よ
る

41
-
2
新
田

青
森
県
八
戸
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

新
田
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

41
-
3
新
田

青
森
県
八
戸
市

（
文
禄

4～
慶
長

4）
5
月

7
日

15
95

05
07

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

早
々
新
田
へ
人
躰
を
被
越

候
て

『
青
』中

1、
宝
翰

28
号
。

『
八
』

74
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

10
号

五
戸
か
。
年
代
比
定

は
『
八
』
に
よ
る

42
-
1
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
元
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

八
戸
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

42
-
2
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
文
禄

3
年
）

5
月

15
日

15
94

05
15

 「
八
戸
直
栄
書
状
写
」
遠
野
市
常
福
寺
所
蔵

「
善
明
寺
殿
御
遺
言
書
」
居
館
於
近
地
修
造
草
庵
、

致
住
居
候
処

『
八
』

63
8
号

42
-
3
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

慶
長
元
年

7
月
頃

15
96

70
00

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

自
八
戸
　
新
田
杢
方
へ

『
青
』
中

1、
三
戸

64
1

号
。『
青
』
近
、1

61
号
。

『
八
』

69
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

42
-
4
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

2
年
）

11
月

17
日

15
97

11
17

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

隠
居
ハ
八
戸

ゟ
参
せ
へ
き

と
被
云
候
へ
と
も

『
青
』
中

1、
八
戸

34
7

号
。『
八
』7

11
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

13
1
号

42
-
5
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

2
年
）

12
月

6
日

15
97

12
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

八
戸
へ
年
内
帰
候
共
、
正

月
末
ハ
福
岡
へ
可
越
候
、

某
留
守
ニ
候
間
、
越
候
て

福
岡
ニ
居
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
八
戸

24
4

号
。『
青
』
近
、2

18
号
。

『
八
』

71
2
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

25
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

42
-
6
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

2
年
）

12
月

9
日

15
97

12
09

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

は
や
ば
や
八
戸
へ
帰
候

哉
、
某
留
守
ニ
候
共
、
正

月
末
ハ
福
岡
へ
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

24
5

号
。『
青
』
近
、2

19
号
。

『
八
』

71
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
5
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

42
-
7
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

3
年
）

1
月

7
日

15
98

01
07

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

八
戸
へ
帰
候
ハ
ヽ
、
早
々

福
岡
へ
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

34
8

号
。『
青
』
近
、2

23
号
。

『
八
』

71
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

37
号

42
-
8
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

3
年
）

1
月

24
日

15
98

01
24

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

八
戸
ニ
居
候
哉
、
九
郎
よ

ひ
候
ハ
ヽ

『
青
』
中

1、
八
戸

24
8

号
。『
青
』
近
、2

26
号
。

『
八
』

71
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

38
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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42
-
9
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

3
年
）

2
月

1
日

15
98

02
01

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

八
戸

ゟ
草
々
孫
取
よ
せ
候

や
う
ニ
…
返
々
八
戸
へ
ハ
『
青
』
中

1、
八
戸

35
0

号
。『
青
』
近
、2

27
号
。

『
八
』

71
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

39
号

42
-
10
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

3
年
）

3
月

8
日

15
98

03
08

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
三
翁
物
語

八
戸
ニ
居
候
哉
、
早
々
福

岡
へ
越
候
て
可
待
候

『
青
』近
、2

31
号
。『
八
』

72
3
号
。

42
-
11
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

5
年
～
寛

永
3
年
）

6
月

11
日

16
00

06
11

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

八
戸

ゟ
金
之
分
へ
く
ろ
か

ね
を
被
越
候

『
青
』
中

1、
三
戸

61
4

号
。『
八
』9

26
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

19
7
号
・

25
8
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

42
-
12
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

5
年
～
寛

永
8
年
）

9
月

10
日

16
00

09
10

 「
南
部
利
直
書
状
」

四
戸
家
文
書

明
日
八
戸
江
越
候
間

『
青
』
中

1、
三
戸

66
0

号
。『
八
』9

46
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

29
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

42
-
13
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

慶
長

18
年

7
月

4
日

16
13

07
04

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
齋
藤
連
太
郎
氏
旧
蔵
文

書
八
戸
三
五
郎
、
八
戸
よ
り

兵
粮
弐
拾
駄
通
候
、
無
相

違
通
し
可
申
候
也

『
青
』近
、6

28
号
。『
八
』

80
9
号

42
-
14
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
慶
長

19
年
～
元

和
6
年
）

6
月

24
日

16
14

06
24

 「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

し
ろ
へ
さ
い
さ
い
こ
い
て

候
由

『
青
』
中

1、
八
戸

26
6

号
。『
八
』

93
0
号
。
「
し
ろ
」
＝
八
戸
か

42
-
15
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

元
和

4
年

7
月

9
日

16
18

07
09

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

塩
拾
駄
、
八
戸
へ
進
候
間
『
青
』
中

1、
八
戸

36
3

号
。『
青
』
近
、7

49
号
。

『
八
』

84
3
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

15
6
号

42
-
16
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

元
和

4
年

11
月

23
日

16
18

11
23

 「
南
部
利
直
知
行
宛

行
目
録
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

八
拾
弐
石
六
斗
壱
升
弐
合
　

根
城
廻
…
拾
八
石
弐
斗
九

升
四
合
　
根
城
廻

『
青
』
中

1、
八
戸

26
0

号
。『
青
』
近
、7

59
号
。

『
八
』8

48
号
。『
岩
』近
、

91
号

42
-
17
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
元
和

7
年
）

3
月

1
日

16
21

03
01

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
「
三
翁
昔
語
」
三

其
ゟ
市
川
を
か
け
ま
わ
し

候
て
、
そ
れ
へ
参
事
も
可

有
候

『
八
』

88
1
号

「
そ
れ
」
＝
八
戸

42
-
18
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

元
和

7
年

5
月

29
日

16
21

05
29

 「
南
部
利
直
知
行
宛

行
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

八
拾
弐
石
六
斗
壱
升
弐
合
　

根
城
廻
…
拾
八
石
弐
斗
九

升
四
合
　
根
城
廻

『
青
』近
、8

24
号
。『
八
』

88
4
号
。『
岩
』
近
、

94
号

内
容
は
『
八
』
に
よ

る

42
-
19
八
戸

（
根
城
）

青
森
県
八
戸
市

（
元
和

7
年
～
寛

永
4
年
以
前
）

6
月

24
日

16
21

06
24

 「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

八
戸
す
こ
し
雨
ふ
り
候
て
『
青
』
中

1、
八
戸

26
6

号
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43
尾
崎

青
森
県
平
川
市

暦
応

2
年

11
月

1
日

13
39

11
01

 「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
十
月
、尾
崎
合
戦
之
時
、

分
取
五
人
仕
候
了

『
青
』中

1、
八
戸

99
号
。

『
南
東
』

48
5
号

44
-
1
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

元
弘

4
年

1
月

10
日

13
34

01
10

 「
曽
我
乙
丸
代
沙
弥

道
為
軍
忠
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

進
上
　
於
元
弘
三
・
四
両

年
津
軽
平
賀
郡
大
光
寺

［
楯
郷
合
戦
］
次
第

『
青
』中

1、
八
戸

41
号
。

『
南
東
』

37
号

44
-
2
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

元
弘

4
年

1
月

10
日

13
34

01
10

 「
曽
我
乙
丸
代
沙
弥

道
為
手
負
注
文
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

元
弘
三
・
四
両
年
津
軽
平

賀
郡
大
光
寺
合
戦
手
負
交

名
人
等
事

『
青
』中

1、
八
戸

42
号
。

『
南
東
』

38
号

44
-
3
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

元
弘

4
年

2
月
日

13
34

02
00

 「
曽
我
光
高
申
状
土

代
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

爰
津
軽
大
光
寺
合
戦
時

『
青
』中

1、
八
戸

45
号
。

『
南
東
』

52
号

44
-
4
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

元
弘

4
年

2
月
日

13
34

02
00

 「
曽
我
光
高
申
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

爰
津
軽
大
光
寺
合
戦

『
青
』中

1、
八
戸

46
号
。

『
南
東
』

53
号

44
-
5
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

建
武
元
年

6
月
日

13
34

06
00

 「
曽
我
光
高
申
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

云
由
緒
相
伝
当
知
行
、
云

大
光
寺
・
石
河
等
軍
忠

『
青
』中

1、
八
戸

55
号
。

『
南
東
』

76
号

44
-
6
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

暦
応

2
年

5
月

20
日

13
39

05
20

 「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

大
光
寺
外
楯
打
落
之
処

『
青
』中

1、
八
戸

97
号
。

『
南
東
』

45
9
号

44
-
7
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

（
永
禄

11
～

12
年

カ
）

4
月

25
日

15
68

04
25

 「
下
国
愛
季
書
状
」

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

影
写
本
「
佐
藤
文
書
」
浪
岡
・
大
光
寺
御
難
儀
之

由
候

『
青
』
中

2、
10

56
号

44
-
8
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

（
元
亀

3
年
カ
）

3
月

24
日

15
72

03
24

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

従
大
光
寺
被
申
候
つ
れ
共

…
随
而
自
大
浦
大
わ
に
被

攻
候
而
、
下
館
打
破
候
へ

共
、
日
暮
候
而
内
城
相
続

候
由
…
大
浦
・
大
光
寺

先
々
相
当
之
様
ニ
相
見
得

候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
1

号
。『
八
』

38
6
号

44
-
9
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

（
天
正

4
年
カ
）

3
月

16
日

15
76

03
16

 「
大
宝
寺
義
氏
書
状

写
」

菅
江
真
澄
「
簷
廼
金
棣

棠
」
所
収
文
書

特
号
浅
瀬
石
地
、
其
外
十

餘
ヶ
所
降
参
之
間
、
大
光

寺
之
城
際
迄
被
押
詰
之
由

『
青
』
中

3、
16

83
号
。

『
八
』

39
8
号

44
-
10
大
光
寺

青
森
県
平
川
市

年
月
日
未
詳

「
曽
我
光
高
申
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

申
大
光
寺
合
戦
忠
勤
…
大

光
寺
合
戦
忠
賞
時

『
青
』中

1、
八
戸

56
号
。

『
南
東
』

77
号

45
平
内

青
森
県
平
内
町

貞
和

3
年

5
月
日

13
47

05
00

 「
曽
我
貞
光
申
状
土

代
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

令
発
向
津
軽
藤
崎
・
平
内

城
等

『
青
』
中

1、
八
戸

11
9

号
。『
南
東
』

95
0
号

46
-
1
石
川

青
森
県
弘
前
市

建
武
元
年

6
月
日

13
34

06
00

 「
曽
我
光
高
申
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

云
由
緒
相
伝
当
知
行
、
云

大
光
寺
・
石
河
等
軍
忠

『
青
』中

1、
八
戸

55
号
。

『
南
東
』

76
号
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46
-
2
石
川

青
森
県
弘
前
市

建
武
元
年

6
月
日

13
34

06
00

 「
曽
我
光
高
合
戦
注

文
案
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

曽
我
太
郎
光
高
五
月
廿
一

日
石
河
合
戦
事

『
青
』中

1、
八
戸

57
号
。

『
南
東
』

79
号

46
-
3
石
川

青
森
県
弘
前
市

（
建
武
元
年
カ
）

6
月

12
日

13
34

06
12

 「
北
畠
顕
家
袖
判
御

教
書
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

津
軽
事
、
石
川
楯
無
為
責

落
候

『
青
』中

1、
八
戸

54
号
。

『
南
東
』

72
号

47
-
1
大
浦

青
森
県
弘
前
市

（
元
亀

3
年
カ
）

3
月

24
日

15
72

03
24

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

随
而
自
大
浦
大
わ
に
被
攻

候
而
、下
館
打
破
候
へ
共
、

日
暮
候
而
内
城
相
続
候
由

…
大
浦
・
大
光
寺
先
々
相

当
之
様
ニ
相
見
得
候

『
青
』
中

1、
八
戸

18
1

号
。『
八
』

38
6
号

47
-
2
大
浦

青
森
県
弘
前
市

（
天
正

17
年
）

6
月

6
日

15
89

06
06

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

大
浦
之
事
ハ
少
乙
之
様
ニ

申
成
候

『
青
』
中

1、
八
戸

20
1

号
。『
八
』

48
7
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

48
小
栗
山

青
森
県
弘
前
市

貞
和

3
年

5
月
日

13
47

05
00

 「
曽
我
貞
光
申
状
土

代
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
年
建
武
三
五
月
廿
七

日
、
向
小
栗
山
楯

『
青
』
中

1、
八
戸

11
9

号
。『
南
東
』

95
0
号

倉
光
楯
と
同
じ
か

49
尻
引

青
森
県
弘
前
市

暦
応

2
年

11
月

1
日

13
39

11
01

 「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

安
藤
四
郎
以
下
御
敵
等
、

尻
引
楯
打
入
、
依
令
合
戦
『
青
』中

1、
八
戸

99
号
。

『
南
東
』

48
5
号

50
新
里

青
森
県
弘
前
市

建
武

4
年

7
月
日

13
37

07
00

 「
曽
我
太
郎
貞
光
軍

忠
状
案
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
年
七
月
、
新
里
・
堀
越

両
所
被
楯
築
之
時

『
青
』中

1、
八
戸

92
号
。

『
南
東
』

33
2
号

51
弘
前

青
森
県
弘
前
市

寛
永

6
年

9
月

21
日

16
29

09
21

 「
津
軽
信
牧
願
文
」

津
軽
家
文
書

一
、
城
内
安
全
、
諸
人
快

楽
事

『
青
』
近
、

95
2
号

「
城
内
」
＝
弘
前

52
-
1
舩
水

青
森
県
弘
前
市

建
武

4
年

7
月
日

13
37

07
00

 「
曽
我
太
郎
貞
光
軍

忠
状
案
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
廿
日
押
寄
舩
水
楯
被
致

合
戦
之
時

『
青
』中

1、
八
戸

92
号
。

『
南
東
』

33
2
号

52
-
2
舩
水

青
森
県
弘
前
市

建
武

4
年

8
月

23
日

13
37

08
23

 「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
廿
日
押
寄
鼻
和
郡
舩
水

楯
『
青
』中

1、
八
戸

93
号
。

『
南
東
』

33
8
号

52
-
3
舩
水

青
森
県
弘
前
市

貞
和

3
年

5
月
日

13
47

05
00

 「
曽
我
貞
光
申
状
土

代
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
廿
日
建
武
三
正
月
、
馳

向
舩
水
楯

『
青
』
中

1、
八
戸

11
9

号
。『
南
東
』

95
0
号

53
堀
越

青
森
県
弘
前
市

建
武

4
年

7
月
日

13
37

07
00

 「
曽
我
太
郎
貞
光
軍

忠
状
案
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

同
年
七
月
、
新
里
・
堀
越

両
所
被
楯
築
之
時

『
青
』中

1、
八
戸

92
号
。

『
南
東
』

33
2
号

54
-
1
持
寄

青
森
県
弘
前
市

（
建
武
元
年
カ
）

6
月

12
日

13
34

06
12

 「
北
畠
顕
家
袖
判
御

教
書
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

持
寄
城
静
謐
無
御
心
元
候
『
青
』中

1、
八
戸

54
号
。

『
南
東
』

72
号

54
-
2
持
寄

青
森
県
弘
前
市

建
武
元
年

12
月
日

13
34

12
00

 「
伊
賀
光
俊
軍
忠
状
」
飯
野
文
書

去
八
月
六
日
罷
立
府
中
、

同
廿
一
日
馳
着
彼
持
寄

城
、
種
々
致
合
戦
上

『
青
』
中

3、
16

59
号
、

『
南
東
』

12
1
号
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54
-
3
持
寄

青
森
県
弘
前
市

建
武
元
季

12
月
日

13
34

12
00

 「
伊
賀
光
俊
軍
忠
状
」
飯
野
文
書

去
八
月
六
日
罷
立
府
中
、

同
廿
一
日
馳
着
彼
持
寄

城
、
種
々
致
合
戦
上

『
青
』
中

3、
16

60
号
、

『
南
東
』

12
2
号

54
-
4
持
寄

青
森
県
弘
前
市

康
永

4
年

3
月

10
日

13
45

03
10

 「
曽
我
貞
光
譲
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

御
か
た
き
持
よ
せ
し
や
う

に
た
て
こ
も
り

『
青
』
中

1、
八
戸

11
1

号
。『
南
東
』

73
0
号

55
深
浦

青
森
県
深
浦
町

（
天
正

10
年
カ
）

2
月

15
日

15
82

02
15

 「
石
郷
岡
氏
景
書
状
」
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵

文
書

於
深
浦
口
逆
意
之
方
候
つ

る
『
青
』
中

2、
11

20
号

56
藤
崎

青
森
県
藤
崎
町

貞
和

3
年

5
月
日

13
47

05
00

 「
曽
我
貞
光
申
状
土

代
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

令
発
向
津
軽
藤
崎
・
平
内

城
等

『
青
』
中

1、
八
戸

11
9

号
。『
南
東
』

95
0
号

57
-
1
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

天
正

15
年

4
月

21
日

15
87

04
21

 「
前
田
利
家
黒
印
状
」
前
田
育
徳
会
所
蔵
尊
経

閣
文
庫

此
舩
、
南
部
之
領
知
自
田

名
部
、
取
逃
之
舩
に
候
へ

く
候

『
青
』
近
、

2
号
。『
八
』

42
8
号

57
-
2
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
天
正

18
年
）

9
月

20
日

15
90

09
20

 「
浅
野
長
吉
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

仍
其
方
家
中
た
な
ぶ
の
や

す
ミ
と
申
人

『
青
』
中

1、
八
戸

21
5

号
。『
青
』
近
、

59
号
。

『
八
』

52
4
号
。『
岩
中
』

下
、

99
号

57
-
3
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
天
正

19
年
）

4
月

20
日

15
91

04
20

 「
俊
恕
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

大
殿
様
田
名
部
へ
御
光
儀

之
由
承
候

『
青
』
中

1、
八
戸

22
0

号
。『
八
』

47
1
号

57
-
4
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
文
禄

2
年
）

1
月

7
日

15
93

01
07

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

又
田
名
部
之
船
役
、
商
人

な
す
ま
し
き
と
申
候
由
承

候

『
青
』
中

1、
八
戸

23
1

号
。『
青
』
近
、1

37
号
。

『
八
』

62
2
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

36
号

57
-
5
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
文
禄

2
年
）

5
月

27
日

15
93

05
27

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

尚
々
秋
、
田
名
部
ニ
百
鳥

屋
ま
た
せ
ら
れ
候
て
然
へ

く
候
、
た
な
ふ
に
て
ゑ
そ

船
五
六
そ
う
、
御
こ
し
ら

へ
尤
ニ
候

『
青
』
中

1、
八
戸

23
3

号
。『
青
』
近
、1

45
号
。

『
八
』

62
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

41
号

57
-
6
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
文
禄

3
年
カ
）

5
月

9
日

15
94

05
09

 「
南
部
信
直
書
状
」

二
木
文
書（
宝
翰
類
聚
）
田
名
部
へ
舩
出
入
候
之
共
『
青
』
中

1、
宝
翰

18
5

号
。『
青
』
近
、1

97
号
。

『
八
』

63
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

69
号
・

10
0

号

年
代
比
定
な
ど
は

『
八
』
に
よ
る

57
-
7
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
文
禄

4
年
）

3
月

29
日

15
95

03
29

 「
浅
野
長
吉
書
状
」

福
勝
寺
文
書

為
商
売
た
な
ふ
上
下
不
可

有
異
議
候
条

『
八
』

64
2
号
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57
-
8
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
慶
長

5
年
～
寛

永
8
年
）

8
月

24
日

16
00

08
24

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

但
田
名
部
へ
上
船
二
三
さ

う
ゟ
外
ハ
不
参
候
由
…
田

名
部
へ
ハ

『
青
』中

1、
宝
翰

18
号
。

『
八
』9

45
号『
岩
戦
』1
、

利
直

28
5
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

57
-
9
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
慶
長

5
年
～
寛

永
9
年
）

7
月

27
日

16
00

07
27

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

去
廿
二
日
田
名
部

ゟ
相
届

令
披
見
候

『
青
』
中

1、
宝
翰

18
6

号
。『
八
』

94
4
号
『
岩

戦
』

1、
利
直

27
6
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

57
-
10
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

慶
長

11
年

8
月

17
日

16
06

08
17

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

田
名
部

ゟ
鉄
、
慶
長
九
年

分
ま
て
ハ
、
さ
ん
用
悉
相

済

『
青
』
中

1、
八
戸

25
3

号
。『
青
』
近
、4

93
号
。

『
八
』

78
6
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

42
号

57
-
11
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

（
慶
長

16
年
）

7
月

6
日

16
11

07
06

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚（
二
木
文
書
）
田
名
部
へ
舟
被
越
候
ニ
付
『
青
』
中

1、
宝
翰

18
7

号
。『
青
』
近
、5

94
号
。

『
八
』

79
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

85
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

57
-
12
田
名
部

青
森
県
む
つ
市

元
和

3
年

3
月

21
日

16
17

03
21

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

田
名
部
之
儀
、
我
等
手
前

へ
召
置
申
候
間

『
青
』
中

1、
八
戸

25
9

号
。『
青
』
近
、

72
2

号

58
横
浜

青
森
県
横
浜
町

（
文
禄

2
年
）

5
月

27
日

15
93

05
27

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

秋
田
に
て
大
舩
は
き
申

候
、
野
邊
地
・
よ
こ
浜
に

て
、
ゑ
そ
ふ
ね
あ
ま
た
こ

し
ら
へ
候
て

『
青
』
中

1、
八
戸

23
3

号
。『
青
』
近
、1

45
号
。

『
八
』

62
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

41
号
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東
北
地
方
に
お
け
る
中
世
城
館
関
係
史
料
集
成

 ─
 岩
手
県
編

 ─

番
号

城
郭
名

所
在
地

年
代

西
暦

文
書
名

所
収
史
料
名

内
容

出
典

備
考

1
要
害

岩
手
県

暦
応

3
年

12
月

20
日

13
40

12
20

 「
北
畠
顕
信
袖
判
御

教
書
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

今
度
又
対
治
岩
手
西
根
、

被
構
要
害
候
之
条
目
出
候
『
青
』
中

1、
八
戸

10
2

号
。『
南
東
』

53
5
号

2
一
関

岩
手
県
一
関
市

（
年
未
詳
）

8
月

1
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

一
ノ
関
・
金
崎
へ
人
を
つ

か
い
候
て

『
青
』中

1、
宝
翰

45
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

27
7

号

3-
1
薄
衣

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
在
所
迄
被
押
寄
候

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

在
所
＝
薄
衣
か
。
佐

沼
説
も

3-
2
薄
衣

岩
手
県
一
関
市

（
天
正

14
・

15
年

頃
）

6
月

11
日

15
86

06
11
「
葛
西
晴
信
書
状
」

岩
手
大
学
浜
田
文
書

急
度
啓
候
、
仍
薄
衣
其
方

和
融
之
儀
付
而
…
薄
衣
よ

り
難
題
候
而

『
岩
戦
』

2、
55
号

4-
1
大
原

岩
手
県
一
関
市

（
天
正

19
年
）

9
月

22
日

15
91

09
22

 「
石
田
三
成
書
状
」

伊
達
家
文
書

気
仙
・
大
原
両
城
之
儀
普

請
出
来

『
伊
達
家
文
書
』

62
1

号

4-
2
大
原

岩
手
県
一
関
市

（
天
正

19
年
）

11
月

2
日

15
91

11
22

 「
伊
達
政
宗
黒
印
状

写
」

引
証
記
十
七

粟
野
大
膳
俵
物
二
百
俵
、

舟
に
さ
う
に
て
大
原
へ
無

異
議
可
相
通
者
也

『
仙
伊
』

36
05
号

5
小
野

岩
手
県
一
関
市

天
正
元
年

3
月

2
日

15
73

03
02
「
葛
西
晴
信
知
行
状
」
日
形
小
野
寺
文
書

磐
井
郡
之
内
流
日
形
村
小

野
館
并
館
下
拾
四
貫
文

『
岩
中
』
中
、

26
0
号

要
検
討

6
門
崎

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
入
道
門
崎
城
引
籠
、
向
松

川
・
長
坂
欲
射
細
矢

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

7
熊
田
倉

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
東
山
熊
田
倉
押
寄
、
此
彼

揚
煙
候
処

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

8
猿
沢

岩
手
県
一
関
市

文
禄

3
年

9
月

24
日

15
94

09
24
「
伊
達
政
宗
過
所
」

千
厩
永
沢
文
書

さ
ぬ
ま
　
に
し
こ
ほ
り
　

お
い
ぬ
か
ハ
ら
　
す
り
沢
　

さ
る
さ
ハ

『
岩
戦
』2
、1

33
号
。『
仙

伊
』

98
4
号

9-
1
清
水

岩
手
県
一
関
市

天
正

7
年

3
月

7
日

15
79

03
07
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
」

保
呂
村
小
野
寺
文
書

此
度
富
沢
日
向
守
逆
意
、

於
岩
井
郡
清
水
村
ニ
及
一

戦
之
処
ニ

『
岩
戦
』

2、
30
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か

9-
2
清
水

岩
手
県
一
関
市

天
正

7
年

3
月

10
日

15
79

03
10
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
写
」

石
越
千
葉
文
書

此
度
富
沢
日
向
守
逆
意
、

岩
井
郡
清
水
ニ
而
及
一
戦

候
処

『
岩
戦
』

2、
31
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か
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9-
3
清
水

岩
手
県
一
関
市

天
正

7
年

3
月

27
日

15
79

03
27
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
写
」

石
越
千
葉
文
書

此
度
富
沢
日
向
守
逆
意
、

於
磐
井
郡
清
水
及
一
戦
候

処

『
岩
戦
』

2、
32
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か

9-
4
清
水

岩
手
県
一
関
市

天
正

7
年

3
月

28
日

15
79

03
28
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
」

日
形
増
子
文
書

此
度
富
沢
日
向
守
直
綱
逆

意
、
岩
井
郡
於
清
水
及
一

戦
候
処

『
岩
戦
』

2、
34
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か

9-
5
清
水

岩
手
県
一
関
市

天
正

7
年

3
月

28
日

15
79

03
28
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
写
」

大
谷
小
野
寺
文
書

此
度
富
沢
日
向
守
逆
意
、

於
清
水
一
戦
候
処

『
岩
戦
』

2、
35
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か

9-
6
清
水

岩
手
県
一
関
市

天
正

7
年

4
月

2
日

15
79

04
02
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
」

東
京
加
瀬
谷
文
書

此
度
富
沢
日
向
守
逆
意
、

岩
井
郡
於
清
水
及
一
戦
候

処

『
岩
戦
』

2、
36
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か

9-
7
清
水

岩
手
県
一
関
市

（
天
正

7
年
）

7
月

7
日

15
79

07
07
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
」

気
仙
沼
熊
谷
文
書

此
度
流
江
可
出
張
候
間
、

其
方
共
明
後
日
清
水
辺
相

待
尤
ニ
候

『
岩
戦
』

2、
39
号

要
検
討
。
清
水
＝
二

桜
城
か

10
-
1
摺
沢

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
数
流
沢
城
者
大
原
飛
騨
守

籠
候
警
固

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

10
-
2
摺
沢

岩
手
県
一
関
市

文
禄

3
年

9
月

24
日

15
94

09
24
「
伊
達
政
宗
過
所
」

千
厩
永
沢
文
書

さ
ぬ
ま
　
に
し
こ
ほ
り
　

お
い
ぬ
か
ハ
ら
　
す
り
沢
　

さ
る
さ
ハ

『
岩
戦
』2
、1

33
号
。『
仙

伊
』

98
4
号

11
千
厩

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
以
寺
崎
下
野
守
、
千
厩
辺

打
浮

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

12
-
1
長
坂

（
唐
梅
）

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
入
道
門
崎
城
引
籠
、
向
松

川
・
長
坂
欲
射
細
矢

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

12
-
2
長
坂

（
唐
梅
）

岩
手
県
一
関
市

天
正

18
年

5
月

14
日

15
90

05
14
「
葛
西
晴
信
書
状
」

松
川
小
野
寺
文
書

去
月
十
七
日
東
山
長
坂
ニ

お
い
て
談
合
及
承
候
事

『
岩
戦
』

2、
10

5
号

要
検
討

12
-
3
長
坂

（
唐
梅
）

岩
手
県
一
関
市

天
正

18
年

6
月

12
日

15
90

06
12
「
葛
西
晴
信
書
状
」

松
川
小
野
寺
文
書

先
以
其
許
事
、
佐
沼
在
陣

之
折
柄
、
長
坂
窪
江
一
味

被
致
候
旨

『
岩
戦
』

2、
10

6
号

12
-
4
長
坂

（
唐
梅
）

岩
手
県
一
関
市

天
正

19
年

4
月

9
日

15
91

04
09
「
柏
山
胤
光
書
状
」

佐
々
木
文
書

明
十
七
日
未
明
よ
り
東
山

長
坂
出
陣
ニ
付

『
岩
中
』
下
、

11
2
号

13
浜
口

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
浜
口
之
要
害
、
其
外
破
城

者
、
不
堪
破
却
可
仕
与
存

候

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

場
所
不
明
。
一
関
市

内
か
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14
松
川

岩
手
県
一
関
市

（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
入
道
門
崎
城
引
籠
、
向
松

川
・
長
坂
欲
射
細
矢

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

15
-
1
姉
帯

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

19
年
）

9
月

14
日

15
91

09
14

 「
浅
野
長
吉
書
状
写
」
浅
野
家
文
書

去
朔
日
ニ
あ
ね
た
い
・
ね

そ
り
と
申
城
二
ヶ
所
、
直

懸
ニ
責
崩
申
候

『
青
』近
、1

09
号
。『
八
』

59
2
号
。『
浅
野
家
文

書
』

61
号

15
-
2
姉
帯

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

姉
帯
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

16
-
1
一
戸

岩
手
県
一
戸
町

（
元
亀
末
～
天
正

初
年
頃
カ
）

9
月

27
日

15
73

09
27

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

諸
事
一
戸
ニ
被
申
合
候
始

末
ニ
候
之
間
…
自
一
戸
久

慈
へ
被
仰
合
候
而

『
青
』
中

1、
八
戸

18
3

号
。『
八
』

38
8
号

16
-
2
一
戸

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

19
年
）

9
月

5
日

15
91

09
05

 「
浅
野
次
吉
書
状
写
」
も
り
お
か
歴
史
文
化
館

所
蔵
「
南
部
耆
旧
伝
」
今
月
朔
日
ニ
一
戸
へ
取
か

け
『
八
』

58
7
号

16
-
3
一
戸

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

一
戸
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

16
-
4
一
戸

岩
手
県
一
戸
町

（
文
禄
元
年
）

12
月
晦
日

15
92

12
31

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

一
戸
悉
刀
か
り
尤
候

『
青
』
中

1、
宝
翰

18
3

号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

43
号

16
-
5
一
戸

岩
手
県
一
戸
町

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
29

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

17
小
城
共

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

19
年
）

3
月

17
日

15
91

03
17

 「
浅
野
忠
政
等
連
署

書
状
」

色
部
文
書

爰
元
山
中
条
、
小
城
共
相

構
、
所
々
へ
相
働
候
付
而
『
青
』
近
、7

7
号
。『
八
』

54
1
号
。『
岩
戦
』

2、
11

7
号

一
揆
勢
が
構
え
た
城

の
こ
と

18
月
館

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

19
年
）

3
月

17
日

15
91

03
17

 「
浅
野
忠
政
等
連
署

書
状
」

色
部
文
書

一
戸
内
付
館
よ
り

『
青
』
近
、7

7
号
。『
八
』

54
1
号
。『
岩
戦
』

2、
11

7
号

19
根
反

岩
手
県
一
戸
町

（
天
正

19
年
）

9
月

14
日

15
91

09
14

 「
浅
野
長
吉
書
状
写
」
浅
野
家
文
書

去
朔
日
ニ
あ
ね
た
い
・
ね

そ
り
と
申
城
二
ヶ
所
、
直

懸
ニ
責
崩
申
候

『
青
』近
、1

09
号
。『
八
』

59
2
号
。『
浅
野
家
文

書
』

61
号

20
袰
綿

岩
手
県
岩
泉
町

（
永
禄

9～
10
年

カ
）

8
月

22
日

15
66

08
22

 「
信
家
書
状
」

西
町
屋
石
橋
家
旧
蔵
資

料
、
松
野
武
雄
氏
旧
蔵

文
書

然
者
保
呂
綿
致
落
居
候

『
青
』
中

2、
13

96
号
。

『
青
』
中

3、
15

72
号
。

『
岩
中
』
下
、

29
0
号

秋
田
県
大
館
市
の
可

能
性
も
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21
一
方
井

岩
手
県
岩
手
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

一
方
井
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

22
川
口

岩
手
県
岩
手
町

文
禄

5
年

6
月

4
日

15
96

06
04

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
四
戸
家
文
書

か
た
よ
せ
・
乙
部
へ
番
越

候
、
伝
馬
三
拾
、
沼
宮
内
・

川
口

ゟ
下
田
・
門
前
寺
ま

て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ
候
、

又
下
田
・
門
前
寺

ゟ
子
次

方
ま
て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
4

号
。『
八
』6

86
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

70
号

23
-
1
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

（
天
正

19
年
）

8
月

27
日

15
91

08
27

 「
蒲
生
氏
郷
書
状
」
『
思
文
閣
古
書
資
料
目

録
』
善
本
特
集
第
十
輯
の
ま
く
な
い

ゟ
先
ハ
働
に

て
候
間

『
八
』

58
5
号
。『
福
島

県
立
博
物
館
調
査
報
告

書
第

38
集
　
氏
郷
と

そ
の
時
代
　
』

C
45
号

23
-
2
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

（
天
正

19
年
）

9
月

20
日

15
91

09
20

 「
蒲
生
氏
郷
書
状
」

伊
達
家
文
書

今
日
沼
宮
内
迄
打
入
申
候
『
八
』

59
4
号
。『
伊
達

家
文
書
』

62
0
号

23
-
3
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

沼
宮
内
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

23
-
4
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

文
禄

5
年

6
月

4
日

15
96

06
04

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
四
戸
家
文
書

か
た
よ
せ
・
乙
部
へ
番
越

候
、
伝
馬
三
拾
、
沼
宮
内
・

川
口

ゟ
下
田
・
門
前
寺
ま

て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ
候
、

又
下
田
・
門
前
寺

ゟ
子
次

方
ま
て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
4

号
。『
八
』6

86
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

70
号

23
-
5
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

（
慶
長

5
年
～
寛

永
3
年
）

6
月

11
日

16
00

06
11

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

ぬ
ま
く
な
い
に
て
ひ
る
少

や
す
ミ
…
ぬ
ま
く
な
い
へ

四
つ
時
分
参
候
、
其

ゟ
八

つ
過
ま
て
ぬ
ま
な
く
い
ニ

や
す
ミ
候
て

『
青
』
中

1、
三
戸

61
7

号
。『
八
』

92
6
号

内
容
、
年
代
比
定
は

『
八
』
に
よ
る

23
-
6
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

（
慶
長

8
年
カ
）

8
月

20
日

16
03

08
20

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
盛
岡
南
部
家
文
書

其
方
も
帰
に
も
其
元

ゟ
沼

宮
内
ま
て
傳
馬
を
可
申
付

候

『
青
』
中

1、
三
戸

56
2

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

28
3
号

23
-
7
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

慶
長

15
年

7
月

29
日

16
10

07
29

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

沼
宮
内
　
治
部
少

『
青
』
中

1、
三
戸

62
2

号
。『
青
』
近
、5

76
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

56
号
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23
-
8
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

慶
長

18
年

7
月

4
日

16
13

07
04

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

沼
宮
内
　
巻
堀
米
留

『
青
』
中

1、
八
戸

36
1

号
。『
青
』
近
、6

28
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

10
0

号

23
-
9
沼
宮
内

岩
手
県
岩
手
町

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
29

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

24
伊
澤

（
胆
沢
）

岩
手
県
奥
州
市

（
天
正

18
年
）

10
月

24
日

15
90

10
24

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

江
刺
・
伊
澤
相
静
候
て
置

申
度
候
…
伊
澤
口
へ
向
候

て
一
働
可
仕
候

『
青
』中

1、
宝
翰

69
号
。

『
青
』
近
、6

1
号
。『
八
』

52
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

20
号

柏
山
大
林
城
か

25
-
1
岩
谷
堂

（
江
刺
）

岩
手
県
奥
州
市

天
正

10
年

7
月

20
日

15
90

07
20
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
」

日
形
小
野
寺
文
書

江
刺
ニ
而
寺
山
布
月
と
及

一
戦
候
処
ニ

『
岩
戦
』

2、
44
号

要
検
討

25
-
2
岩
谷
堂

（
江
刺
）

岩
手
県
奥
州
市

（
天
正

16
年
カ
）

閏
月

2
日

15
88

00
50

2 「
常
庵
宗
慎
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

結
句
、
江
刺
陣
家
候
間

『
青
』中

1、
宝
翰

29
号
。

『
岩
中
』
下
、

34
0
号

25
-
3
岩
谷
堂

（
江
刺
）

岩
手
県
奥
州
市

（
天
正

18
年
）

10
月

24
日

15
90

09
07

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

岩
屋
戸
陳
取
之
、
江
刺
一

邊
被
仕
候
共
…
岩
屋
戸
押

切
被
申
共

『
青
』中

1、
宝
翰

69
号
。

『
青
』
近
、6

1
号
。『
八
』

52
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

20
号

25
-
4
岩
谷
堂

（
江
刺
）

岩
手
県
奥
州
市

（
天
正

19
年
）

9
月

7
日

15
91

09
07

 「
大
谷
吉
継
書
状
」

伊
達
家
文
書

并
江
刺
へ
も
、
跡
よ
り
近

日
可
被
相
越
旨
、
心
得
存

知
候

『
伊
達
家
文
書
』

61
7

号

25
-
5
岩
谷
堂

（
江
刺
）

岩
手
県
奥
州
市

（
天
正

19
年
）

9
月

22
日

15
91

09
22

 「
大
谷
吉
継
書
状
」

伊
達
家
文
書

仍
江
刺
物
主
於
于
今
不
被

差
越
候

『
伊
達
家
文
書
』

62
2

号

26
戸
崎

岩
手
県
奥
州
市
か
元
亀

4
年

8
月

9
日

15
73

08
09
「
某
書
状
」

大
槻
文
書

此
度
戸
崎
之
地
進
陣
付

而
、
於
戸
張
之
仕
合
奇
特

之
至
候

『
岩
中
』
中
、

25
7
号

奥
州
市
か
。
要
検
討

27
-
1
水
沢

岩
手
県
奥
州
市

（
天
正

19
年
）

9
月

7
日

15
91

09
07

 「
大
谷
吉
継
書
状
」

伊
達
家
文
書

仍
而
水
澤
之
城
為
代
官
、

白
石
右
衛
門
佐
方
可
被
差

越
由

『
伊
達
家
文
書
』

61
7

号

27
-
2
水
沢

岩
手
県
奥
州
市

寛
永

10
年

9
月

1
日

16
33

09
01

 「
石
母
田
安
頼
書
状
」
天
理
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
文
書

森
岡
へ
今
明
日
中
ニ
御

着
、
其
よ
り
仙
北
境
、
朴

沢
と
申
金
山
な
と
御
覧
、

水
沢
へ
今
四
日
・
五
日
比

ニ
御
着
可
被
成
由

『
青
』
近
、

10
43
号
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28
母
体

岩
手
県
奥
州
市

（
文
禄

3
年
）

7
月

4
日

15
94

07
04
「
豊
臣
秀
吉
金
山
奉

行
書
状
」

鈴
木
文
書

尚
々
、
も
た
い
殿
御
し
ろ

の
内
、
又
う
ち
の
も
の
の

屋
敷
ハ
の
ぞ
き
申
候
間

『
岩
中
』
下
、

14
5
号

奥
州
市
か

29
大
槌

岩
手
県
大
槌
町

寛
永

11
年

4
月
晦
日

16
34

04
31

 「
留
守
中
用
之
覚
書

之
事
」

遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵

赤
沢
文
書

花
巻

ゟ
荷
物
閉
伊
大
土
へ

通
候
時
、
伝
馬
出
し
候
へ

と
花
巻
留
守
居
衆

ゟ
理
候

共

『
八
』

92
0
号

30
江
越

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
山
北
・
由
利
・
秋
田
之
勢

催
降
、
江
越
・
寺
窪
辺
一

陣
取
候
ハ
ん

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

金
ヶ
崎
町
か

31
-
1
大
林

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
向
伊
沢
大
林
張
陣

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

31
-
2
大
林

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
（
天
正

19
年
）

9
月

12
日

15
91

09
12
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
上
杉
家
文
書

葛
西
之
内
柏
山
在
陣
、
則

彼
地
普
請
申
付
由
、
永
々

儀
、
辛
労
共
候

『
上
杉
家
文
書
』

84
6

号
。『
岩
戦
』2
、2

31
号
。

『
岩
中
』
下
、
補
遺

12
号

「
柏
山
」＝
大
林

32
-
1
金
ヶ
崎

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
寛
永

8
年

6
月

26
日

16
31

06
26

 「
伊
達
政
宗
定
書
」

伊
達
家
文
書

金
ヶ
崎
よ
り
十
三
日
、
此

駄
賃
代

『
青
』
近
、9

89
号
。『
仙

伊
』

31
85
号
。『
伊
達

家
文
書
』

92
8
号

32
-
2
金
ヶ
崎

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
寛
永

15
年

3
月

16
日

16
38

03
16

 「
伊
達
忠
宗
路
銭
定

書
写
」

伊
達
家
文
書

此
内
金
ヶ
崎
迄
六
留
ハ
…

金
ヶ
崎
よ
り
の
へ
ち
迄
…

金
ヶ
崎
よ
り
の
へ
ち
迄

『
青
』近
、1

14
3
号
。『
伊

達
家
文
書
』

12
74
号

32
-
3
金
ヶ
崎

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
（
年
未
詳
）

6
月

13
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

金
崎
ま
て
傳
馬
を
可
越
候

由
『
青
』
中

1、
宝
翰

17
1

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

25
9
号

32
-
4
金
ヶ
崎

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
（
年
未
詳
）

8
月

1
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

一
ノ
関
・
金
崎
へ
人
を
つ

か
い
候
て

『
青
』中

1、
宝
翰

45
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

27
7

号

33
寺
窪

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
（
文
明
元
年
）

12
月

13
日

14
69

12
13
「
薄
衣
状
」

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文

書
山
北
・
由
利
・
秋
田
之
勢

催
降
、
江
越
・
寺
窪
辺
一

陣
取
候
ハ
ん

『
岩
中
』
中
、

10
1
号
。

『
石
巻
の
歴
史
』

8
巻

50
5
号

34
-
1
狐
崎

岩
手
県
釜
石
市

（
慶
長

6
年

9
月
）

16
日

16
01

09
16
「
伊
達
政
宗
書
状
」

亘
理
家
文
書

一
、中
島
大
く
ら
ニ
申
付
、

か
ま
い
し
の
事
、
早
々
ひ

き
こ
ま
せ

『
仙
伊
』

11
67
号

「
か
ま
い
し
」＝
狐
崎
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34
-
2
狐
崎

岩
手
県
釜
石
市

（
慶
長

6
年
）

9
月

21
日

16
01

09
21
「
伊
達
政
宗
書
状
」

亘
理
家
文
書

岩
手
山
よ
り
下
々
人
衆
指

遣
申
候
へ
ハ
、
案
之
内
ニ

則
彼
城
攻
敗
、
撫
切
ニ
仕

『
青
』
近
、3

10
号
。『
仙

伊
』

11
69
号

35
-
1
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

19
年
）

4
月

16
日

15
91

04
16

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

久
慈
御
談
合
候
て
、
小
軽

米
ニ
馬
た
て
ら
れ

『
青
』
中

1、
三
戸

57
5

号
。『
青
』
近
、

79
号
。

『
八
』

54
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

98
号

35
-
2
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

19
年
）

5
月

18
日

15
91

05
18

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

小
軽
米
之
番
、
久
慈
之
次

を
堪
、
十
五
日
被
成
候
て

預
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
7

号
。『
青
』
近
、

80
号
。

『
八
』

54
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
号

35
-
3
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

19
年
）

5
月

29
日

15
91

05
29

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

小
軽
米
へ
番
之
事
、
人
数

ハ
か
り
ニ
候
者
…
は
ん
之

儀
、
急
度
頼
申
候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
8

号
。『
青
』
近
、

81
号
。

『
八
』

54
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

12
号

35
-
4
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

天
正

19
年

5
月
頃

15
91

05
00

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

将
亦
久
慈
談
合
候
て
、
小

軽
米
へ
急
度
御
立
待
入
候
『
青
』
中

1、
三
戸

57
6

号
。『
青
』
近
、

82
号
。

『
八
』

54
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

10
4
号

35
-
5
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

19
年
）

6
月

27
日

15
91

06
27

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

将
亦
七
月
十
五
日
迄
、
久

慈
よ
り
番
ニ
候
、
十
六
日

よ
り
晦
日
ま
て
、
こ
か
る

ま
い
番
、
又
々
其
方
頼
入

候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
9

号
。『
青
』
近
、

83
号
。

『
八
』

55
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
号

35
-
6
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

19
年
）

7
月

12
日

15
91

07
12

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

小
軽
米
作
時
と
云
、
ふ
せ

き
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
0

号
。『
青
』
近
、

93
号
。

『
八
』

55
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

14
号

35
-
6
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

小
軽
米
之
番
作
時
分
ニ
候

間
、
急
度
被
指
置
候
て
預

へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

35
-
7
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

古
軽
米
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

35
-
8
小
軽
米

岩
手
県
軽
米
町

（
慶
長
元
年
）

5
月

20
日

16
00

05
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

当
年
ハ
新
田
之
者
ニ
も
御

材
木
と
ら
せ
へ
く
候
、
種

一
・
か
る
ま
い
な
と
か
け

候
間
申
付
候

『
青
』
中

1、
三
戸

64
2

号
。『
青
』
近
、1

64
号
。

『
八
』

68
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

48
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る
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36
高
家

岩
手
県
軽
米
町

天
正

19
年

5
月
頃

15
91

05
00

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

此
方
よ
り
高
家
・
晴
山
両

口
よ
り
か
せ
き
候
ハ
ヽ

『
青
』
中

1、
三
戸

57
6

号
。『
青
』
近
、

82
号
。

『
八
』

54
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

10
4
号

37
晴
山

岩
手
県
軽
米
町

天
正

19
年

5
月
頃

15
91

05
00

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

此
方
よ
り
高
家
・
晴
山
両

口
よ
り
か
せ
き
候
ハ
ヽ

『
青
』
中

1、
三
戸

57
6

号
。『
青
』
近
、

82
号
。

『
八
』

54
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

10
4
号

38
飯
豊

岩
手
県
北
上
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
依
被
打
落
飯
土
肥
之
城

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

39
-
1
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

貞
和

4
年

11
月
日

13
48

11
00

 「
鬼
柳
義
綱
陳
状
案
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

依
寄
来
岩
崎
楯
、
致
合
戦

之
忠

『
青
』
中

3、
16

66
号
、

『
南
東
』

99
8
号

宮
城
県
栗
原
市
の

岩
ヶ
崎
の
可
能
性
も

39
-
2
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

天
文

22
年

11
月

5
日

15
53

11
05
「
和
賀
義
忠
寄
進
状
」
白
鳥
神
社
所
蔵
文
書

岩
崎
城
ニ
引
退
ニ
付
、
心

剣
其
許
よ
り
受
取
申
候

『
岩
中
』
中
、

17
4
号

39
-
3
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

山
崎
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

諸
本
で
は
岩
崎
と
す

る
こ
と
が
多
い

39
-
4
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

（
慶
長

6
年
）

3
月

22
日

16
01

03
22

 「
南
部
利
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

爰
元
城
之
内
こ
ま
り
申
候

間
…
（
墨
引
）　
岩
崎

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

63
7

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

10
号

『
岩
戦
』
で
は
竹
原

文
書
を
採
用
。
慶
長

5
年
と
す
る

39
-
5
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

（
慶
長

6
年
）

3
月

24
日

16
01

03
24

 「
南
部
利
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

岩
崎
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

64
4

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

19
号

39
-
6
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

（
慶
長

6
年
）

3
月

24
日

16
01

03
24

 「
南
部
利
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

岩
崎
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

64
5

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

18
号

39
-
7
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

（
慶
長

6
年

9
月
）

16
日

16
01

09
16
「
伊
達
政
宗
書
状
」

亘
理
家
文
書

岩
か
崎
と
お
な
し
や
う
ニ

申
付
候
躰
ニ
、
可
然
候
や
『
仙
伊
』

11
67
号

39
-
8
岩
崎

岩
手
県
北
上
市

慶
長

6
年
頃

16
01

00
00

 「
米
良
氏
諸
国
旦
那

帳
」

米
良
文
書

一
、
南
部
一
円
　
一
、
大

崎
一
円
　
一
、
岩
崎
一
円
　

一
、
津
軽
一
円

『
青
』
近
、

33
3
号

40
江
釣
子

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

江
釣
子
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号
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41
鬼
柳

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

鬼
柳
　
平
城
破
却

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

42
須
々
孫

岩
手
県
北
上
市

暦
応

3
年

9
月

12
日

13
40

09
12
「
石
塔
義
元
感
状
」

東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

参
御
方
馳
向
須
々
孫
城
、

被
致
合
戦
之
条

『
南
東
』

52
5
号

43
鰭
岡
崎

岩
手
県
北
上
市

貞
和

4
年

11
月
日

13
48

11
00

 「
鬼
柳
義
綱
陳
状
案
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

鬼
柳
郷
内
所
構
楯
代
三
田

糠
山
・
同
郷
鰭
岡
崎
事
也
『
青
』
中

3、
16

66
号
、

『
南
東
』

99
8
号

鳩
岡
崎
三
館
の
こ
と

と
い
う
。
義
綱
城
と

同
一
説
も

44
-
1
二
子

岩
手
県
北
上
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
張
陣
鳥
谷
崎
、
江
刺
之

面
々
、
致
二
子
城
警
固

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

44
-
2
二
子

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

18
年
）

10
月

24
日

15
90

10
24

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

某
も
明
日
和
加
へ
罷
下
候
『
青
』中

1、
宝
翰

69
号
。

『
青
』
近
、6

1
号
。『
八
』

52
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

20
号

「
和
加
」＝
二
子
か

44
-
3
二
子

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

19
年
）

8
月

23
日

15
91

08
23

 「
蒲
生
氏
郷
書
状
」

伊
達
家
文
書

今
日
廿
三
日
和
賀
迄
着
陣

仕
候

『
青
』
中

3、
17

03
号
。

『
八
』

58
4
号
。『
伊
達

家
文
書
』

61
5
号

「
和
賀
」＝
二
子
か

44
-
4
二
子

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

19
年
）

7
月

19
日

15
91

07
19

 「
浅
野
次
吉
書
状
写
」
稗
貫
家
譜
所
収
文
書

弾
正
も
近
日
其
地
ニ
、
陣

参
被
申
候
間

熊
谷
隆
次
「
奥
羽
仕
置

と
稗
貫
氏
」
の
【
史
料

10
】

「
其
地
」＝
和
賀
殿
が

い
る
場
所
＝
二
子
か

44
-
5
二
子

岩
手
県
北
上
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

二
子
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

45
義
綱
城

岩
手
県
北
上
市

貞
和

4
年

11
月
日

13
48

11
00

 「
鬼
柳
義
綱
陳
状
案
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

於
義
綱
城
有
御
一
宿

『
青
』
中

3、
16

66
号
、

『
南
東
』

99
8
号

鳩
岡
崎
三
館
と
同
一

説
も

46
代
三
田
糠

山
岩
手
県
北
上
市

貞
和

4
年

11
月
日

13
48

11
00

 「
鬼
柳
義
綱
陳
状
案
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

鬼
柳
郷
内
所
構
楯
代
三
田

糠
山
・
同
郷
鰭
岡
崎
事
也
『
青
』
中

3、
16

66
号
、

『
南
東
』

99
8
号

詳
細
不
明

47
-
1
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
元
亀

3
年
カ
）

3
月

24
日

15
72

03
24

 「
南
慶
儀
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

従
久
慈
御
帰
宅
被
成
候
由

承
候
者

『
青
』
中

1、
八
戸

18
1

号
。『
八
』

38
6
号

47
-
2
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
元
亀
末
～
天
正

初
年
頃
カ
）

9
月

27
日

15
72

09
27

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

自
一
戸
久
慈
へ
被
仰
合
候

而
『
青
』
中

1、
八
戸

18
3

号
。『
八
』

38
8
号
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47
-
3
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
天
正

19
年
）

4
月

16
日

15
91

04
16

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

久
慈
御
談
合
候
て
、
小
軽

米
ニ
馬
た
て
ら
れ

『
青
』
中

1、
三
戸

57
5

号
。『
青
』
近
、

79
号
。

『
八
』

54
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

98
号

47
-
4
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

天
正

19
年

5
月
頃

15
91

05
00

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

将
亦
久
慈
談
合
候
て
、
小

軽
米
へ
急
度
御
立
待
入
候
『
青
』
中

1、
三
戸

57
6

号
。『
青
』
近
、

82
号
。

『
八
』

54
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

10
4
号

47
-
5
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
天
正

19
年
）

5
月

18
日

15
91

05
18

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

小
軽
米
之
番
、
久
慈
之
次

を
堪
、
十
五
日
被
成
候
て

預
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
7

号
。『
青
』
近
、

80
号
。

『
八
』

54
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
号

47
-
6
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
天
正

19
年
）

6
月

27
日

15
91

06
27

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

将
亦
七
月
十
五
日
迄
、
久

慈
よ
り
番
ニ
候
、
十
六
日

よ
り
晦
日
ま
て
、
こ
か
る

ま
い
番
、
又
々
其
方
頼
入

候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
9

号
。『
青
』
近
、

83
号
。

『
八
』

55
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
号

47
-
7
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
天
正

19
年
）

7
月

12
日

15
91

07
12

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

久
慈
へ
も
其
段
申
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
0

号
。『
青
』
近
、

93
号
。

『
八
』

55
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

14
号

47
-
8
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
天
正

19
年
）

7
月

12
日

15
91

07
12

 「
親
輔
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

何
事
も
く
し
ニ
御
談
合
な

さ
れ
候
へ
か
し
と
存
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
1

号
。『
八
』

55
9
号

47
-
9
久
慈

岩
手
県
久
慈
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

久
慈
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

48
葛
巻

岩
手
県
葛
巻
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

葛
巻
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

49
-
1
雫
石

岩
手
県
雫
石
町

貞
和

4
年

11
月
日

13
48

11
00

 「
鬼
柳
義
綱
陳
状
案
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

国
司
之
舎
弟
雖
有
雫
石
御

居
住

『
青
』
中

3、
16

66
号
、

『
南
東
』

99
8
号

49
-
2
雫
石

岩
手
県
雫
石
町

（
天
正

14
年
）

10
月

3
日

15
86

10
03

 「
小
野
寺
輝
道
書
状

写
」

宝
翰
類
聚

今
度
滴
石
被
御
手
入
之

由
、
自
何
以
目
出
之
至
候
『
青
』中

1、
宝
翰

44
号
。

『
八
』

42
4
号

49
-
3
雫
石

岩
手
県
雫
石
町

（
天
正

16
年
）

8
月

5
日

15
88

08
05

 「
本
堂
道
親
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

滴
石
へ
送
之
儀
頼
入
申
候

処
…
無
曲
滴
石
よ
り
無
一

帰
申
、
背
本
意
候

『
青
』中

1、
宝
翰

43
号
。

『
青
』
近
、

10
号
。『
岩

中
』
下
、
補
遺

6
号
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49
-
4
雫
石

岩
手
県
雫
石
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

滴
石
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

50
-
1
片
寄

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

片
寄
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

50
-
2
片
寄

岩
手
県
紫
波
町

文
禄

5
年

6
月

4
日

15
96

06
04

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
四
戸
家
文
書

か
た
よ
せ
・
乙
部
へ
番
越

候
、
伝
馬
三
拾
、
沼
宮
内
・

川
口

ゟ
下
田
・
門
前
寺
ま

て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ
候
、

又
下
田
・
門
前
寺

ゟ
子
次

方
ま
て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
4

号
。『
八
』6

86
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

70
号

柳
田
館

51
-
1
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

16
年
）

7
月

17
日

15
88

07
17

 「
葛
西
晴
信
書
状
」

盛
岡
南
部
家
文
書

然
而
向
斯
波
御
進
発
之

儀
、
是
又
御
大
義
無
申
計

候

『
青
』
中

1、
三
戸

52
6

号
。『
青
』
近
、

8
号
。

『
八
』

44
0
号

51
-
2
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

16
年
）

8
月

5
日

15
88

08
05

 「
葛
西
晴
信
書
状
」

盛
岡
南
部
家
文
書

随
而
信
直
斯
波
如
存
分
被

属
本
意
之
儀

『
青
』
中

1、
三
戸

52
7

号
。『
青
』
近
、

9
号
。

『
八
』

44
1
号

51
-
3
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

16
年
）

8
月

5
日

15
88

08
05

 「
本
堂
道
親
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

仍
斯
波
へ
被
成
御
出
馬
、

悉
御
利
運
候

『
青
』中

1、
宝
翰

43
号
。

『
青
』
近
、1

0
号
。『
八
』

44
2
号
。『
岩
中
』
下
、

補
遺

6
号

51
-
4
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

19
年
）

5
月

18
日

15
91

05
18

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

又
ハ
し
ハ
よ
り
音
信
、
弾

正
殿
御
先
手
候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
7

号
。『
青
』
近
、

80
号
。

『
八
』

54
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
号

51
-
5
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

19
年
）

6
月

27
日

15
91

06
27

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

さ
ぬ
ま
一
城
最
中
せ
め
ら

れ
候
由
、
只
今
し
ハ
よ
り

音
信
候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
9

号
。『
青
』
近
、

83
号
。

『
八
』

55
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
号

51
-
6
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

寛
永

6
年

11
月

10
日

16
29

11
10
「
南
部
利
直
加
増
遣

状
」

鳥
谷
文
書

此
度
郡
山
普
請
精
を
入
、

無
油
断
相
勤
候
に
付

『
岩
戦
』

1、
利
直

23
0

号
。『
岩
』
近
、

12
7

号

51
-
7
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
29

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号
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51
-
8
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

寛
永

10
年

9
月

15
日

16
33

09
15

 「
書
留
　
御
巡
見
之

次
第
」

盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵

文
書

一
、
御
泊
　
郡
山
　
諸
道

具
同

『
青
』
近
、

10
44
号

51
-
9
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
年
未
詳
）

5
月

7
日

「
南
部
利
直
黒
印
状
」
陸
奥
中
世
文
書

郡
山
其
方
屋
敷
岩
間
引
さ

け
候
は
ん
と
お
も
ひ
候
間

…
栃
内
く
る
わ
よ
り
ひ
き

候
由

『
岩
戦
』

1、
利
直

25
1

号

51
-
10
斯
波

（
高
水
寺
・

郡
山
）

岩
手
県
紫
波
町

（
年
未
詳
）

8
月

15
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

郡
山

ゟ
『
青
』
中

1、
宝
翰

15
5

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

28
2
号

52
長
岡

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

長
岡
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

53
樋
爪

岩
手
県
紫
波
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

肥
爪
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

54
世
田
米

岩
手
県
住
田
町

（
天
正

15
年
カ
）

10
月

26
日

15
87

10
26

 「
葛
西
晴
信
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

随
而
信
安
世
田
米
下
向
之

事
…
世
田
米
迄
越
来
可
然

候

『
青
』
中

1、
宝
翰

15
1

号
。『
岩
戦
』

2、
59

号

55
達
曽
部

岩
手
県
遠
野
市

慶
長

17
年

9
月

13
日

16
12

09
13
「
南
部
利
直
黒
印
状
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

盛
岡
　
大
迫
　
達
曽
部
　

横
田
　
右
四
ヶ
所

『
岩
戦
』

1、
利
直

85
号

56
-
1
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
天
正

16
年
カ
）

閏
月

2
日

15
88

00
50

2 「
常
庵
宗
慎
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

其
上
遠
野
及
錯
乱
候
…
遠

野
之
事
、
世
中
切
腹
之
故

…
遠
野
之
儀
付
而

『
青
』中

1、
宝
翰

29
号
。

『
岩
中
』
下
、

34
0
号

56
-
2
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
天
正

16
年
）

7
月

17
日

15
88

07
17

 「
葛
西
晴
信
書
状
」

盛
岡
南
部
家
文
書

追
啓
候
、
遠
野
進
退
之
義
『
青
』
中

1、
三
戸

52
6

号
。『
青
』
近
、

8
号
。

『
八
』

44
0
号

56
-
3
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
天
正

16
年
）

8
月

5
日

15
88

08
05

 「
葛
西
晴
信
書
状
」

盛
岡
南
部
家
文
書

乍
大
義
遠
野
於
来
越
候
者
『
青
』
中

1、
三
戸

52
7

号
。『
青
』
近
、

9
号
。

『
八
』

44
1
号

56
-
4
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

横
田
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

56
-
5
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

慶
長

17
年

9
月

13
日

16
12

09
13
「
南
部
利
直
黒
印
状
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

鬼
柳
蔵
人
遠
野
へ
越
候
…

罷
帰
に
は
横
田
よ
り
之
ま

で
返
事

『
岩
戦
』

1、
利
直

85
号
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56
-
6
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

慶
長

17
年

10
月

14
日

16
12

10
14
「
南
部
利
直
知
行
状
」
阿
曽
沼
興
廃
記

二
拾
七
石
三
斗
三
升
四
合
　

横
田
城
廻

『
岩
戦
』1
、利
直

92
号
。

『
岩
』
近
、

51
号

56
-
7
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
元
和
元
～

7
年
）

2
月

15
日

16
15

02
15
「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文
書
盛
岡
・
は
な
ま
き
ニ
蔵
米

多
候
、
遠
野
ニ
て
も
、
い

つ
も
の
こ
と
く
う
ら
せ
へ

く
候

『
岩
戦
』

2、
20

5
号
。

『
八
』

93
6
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

56
-
8
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
寛
永

3
年
）

5
月

8
日

16
26

05
08

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

遠
野
・
花
巻
へ
も
鳥
毛
ぬ

か
せ
て
越
候
へ
よ
し
…
定

而
遠
野
か
ら
の
ほ
せ
へ
く

候

『
青
』中

1、
宝
翰

35
号
。

『
八
』

93
2
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

12
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

56
-
9
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

寛
永

4
年

3
月

17
日

16
27

03
17

 「
南
部
利
直
知
行
目

録
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

一
、
八
百
弐
拾
七
石
三
斗

四
升
六
合
　
横
田
城
廻

『
青
』近
、9

12
号
。『
八
』

90
1
号
。『
岩
』
近
、

11
1
号

内
容
は
『
八
』
に
よ

る

56
-
10
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

寛
永

4
年

3
月

19
日

16
27

03
19

 「
南
部
利
直
知
行
目

録
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

一
、
八
百
弐
拾
七
石
三
斗

四
升
六
合
　
横
田
城
廻

『
青
』近
、9

16
号
。『
八
』

90
6
号
。『
岩
』
近
、

11
3
号

56
-
11
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

寛
永

10
年

9
月

15
日

16
33

09
15

 「
書
留
　
御
巡
見
之

次
第
」

盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵

文
書

一
、
御
泊
　
横
田
　
諸
道

具
同
、
八
戸
弥
六
郎
手
前

よ
り
仕
候

『
青
』
近
、

10
44
号

56
-
12
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

寛
永

11
年

4
月
晦
日

16
34

04
31

 「
留
守
中
用
之
覚
書

之
事
」

遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵

赤
沢
文
書

一
、
城
中
番
之
者
、
無
油

断
様
ニ
可
申
付
事
…
一
、

爰
元
平
館
ニ
有
来
候
弐
拾

五
駄
借
候
…
一
、
城
廻
ゆ

い
さ
く
不
取
候
様
ニ
…

一
、
城
廻
馬
は
な
し
候

『
八
』

92
0
号

56
-
13
遠
野

（
横
田
）

岩
手
県
遠
野
市

（
年
未
詳
）

5
月

14
日

「
南
部
利
直
黒
印
状
」
盛
岡
浜
田
文
書

鵜
か
こ
も
ち
二
人
横
田
ま

て
出
し
可
申
候

『
岩
戦
』

1、
利
直

25
2

号

57
増
沢

岩
手
県
遠
野
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

増
沢
　
山
城

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

58
大
館

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

又
ハ
吉
田
・
福
田
か
は
り

候
、
浄
法
寺
・
大
館
・
松

岳
手
賢
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

59
大
森

岩
手
県
二
戸
市

（
永
禄

10
年
頃
）

8
月

6
日

15
67

08
06

 「
東
朝
政
（
政
勝
）

書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

就
其
大
森
物
境
ニ
候
ヘ

ハ
、
色
々
雑
説
共
申
成
候

真

『
青
』
中

1、
八
戸

17
3

号
。『
八
』

35
8
号
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60
-
1
四
戸

（
金
田
一
）
岩
手
県
二
戸
市

（
永
禄

10
年
頃
）

8
月

6
日

15
67

08
06

 「
東
朝
政
（
政
勝
）

書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

如
仰
四
戸
御
取
合
、
我
々

も
侘
言
ニ
存
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
3

号

60
-
2
四
戸

（
金
田
一
）
岩
手
県
二
戸
市

（
永
禄
末
年
）

7
月

26
日

15
70

07
26

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

四
戸
へ
被
出
御
馬
候
而

『
青
』
中

1、
八
戸

17
7

号
。『
八
』

37
1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

60
-
3
四
戸

（
金
田
一
）
岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

金
田
一
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

60
-
4
四
戸

（
金
田
一
）
岩
手
県
二
戸
市

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
29

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

60
-
5
四
戸

（
金
田
一
）
岩
手
県
二
戸
市

（
年
未
詳
）

7
月

1
日

「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

金
田
市
之
ぬ
す
人
と
ら
へ

候
て
越
候

『
青
』
中

1、
三
戸

61
6

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

26
8
号

61
-
1
浄
法
寺

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

又
ハ
吉
田
・
福
田
か
は
り

候
、
浄
法
寺
・
大
館
・
松

岳
手
賢
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

61
-
2
浄
法
寺

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

浄
法
寺
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

62
-
1
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

天
正

18
年

8
月

4
日

15
90

08
04

 「
豊
臣
秀
吉
感
状
写
」
「
古
証
文
」
所
収
文
書

今
度
奥
州
九
戸
之
名
城

『
青
』
中

3、
16

92
号
。

『
岩
中
』
下
、

96
号

要
検
討

62
-
2
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

8
月

7
日

15
91

08
07

 「
浅
野
正
勝
書
状
」

伊
達
家
文
書

九
の
閉
伊
一
人
城
を
相
抱

在
之
儀
候

『
青
』
中

3、
16

99
号

62
-
3
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

9
月

5
日

15
91

09
05

 「
浅
野
次
吉
書
状
写
」
も
り
お
か
歴
史
文
化
館

所
蔵
「
南
部
耆
旧
伝
」
同
二
日
ニ
当
城
へ
と
り
つ

め
、
塀
ぎ
わ
ニ
竹
た
ば
を

つ
き

『
八
』

58
7
号

62
-
4
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

9
月

10
日

15
91

09
10

 「
蒲
生
氏
郷
書
状
」

浅
野
家
文
書

則
普
請
わ
り
申
付
候
…
先

本
丸
之
心
ニ
…
小
丸
ハ
御

出
候
ハ
ヽ
…
又
外
丸
は
其

ま
ゝ
に
て

『
八
』

59
0
号
。『
浅
野

家
文
書
』

17
7
号

九
戸
（
福
岡
）
城
普

請

62
-
5
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

9
月

14
日

15
91

09
14

 「
浅
野
長
吉
書
状
写
」
浅
野
家
文
書

依
之
端
城
共
開
退
、
九
戸

へ
楯
籠
候
之
を

『
青
』近
、1

09
号
。『
八
』

59
2
号
。『
浅
野
家
文

書
』

61
号
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62
-
6
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

9
月

16
日

15
91

09
16

 「
徳
川
家
康
書
状
写
」
関
盛
徳
氏
所
蔵
文
書

仍
九
戸
普
請
被
成
候
由
、

弥
早
速
被
明
隙
、
御
帰
陣

尤
候

『
青
』
近
、

11
0
号

62
-
7
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

10
月

5
日

15
91

10
05

 「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
井
伊
家
文
書

今
度
九
戸
居
城
へ
相
詰

『
青
』近
、1

12
号
。『
八
』

60
0
号

62
-
8
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

3
年
カ
）

3
月

1
日

15
94

03
01

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

留
守
番
之
事
、日
暮
候
者
、

門
口
出
入
無
用
ニ
候
…
番

に
て
な
き
者
を
、
一
人
も

小
丸
ニ
留
間
布
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
3

号
。『
青
』
近
、

75
号
。

『
八
』

63
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

90
号

福
岡
城
の
普
請
か
。

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
9
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

5
月

7
日

15
95

05
07

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
自
福
岡

『
青
』
中

1、
八
戸

24
3

号
。『
八
』6

45
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

99
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
10
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

5
月

18
日

15
95

05
18

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
福
岡

ゟ
　
お
こ

れ
ん
へ
　
参
　
　
信
直

『
青
』
中

1、
八
戸

34
5

号
。『
八
』6

48
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

10
1
号
。

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
11
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

5
月

22
日

15
95

05
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
お
こ
れ
ん
へ
　

ま
い
る
　
福
岡
よ
り

『
青
』
中

1、
八
戸

34
6

号
。『
八
』6

49
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

10
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
12
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

6
月

16
日

15
95

06
16

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
自
福
岡
　
八
戸

千
代
子
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
八
戸

33
4

号
。『
青
』
近
、1

65
号
。

『
岩
戦
』

1、
信
直

50
号

62
-
13
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

6
月

18
日

15
95

06
18

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
福
岡

ゟ
　
八
戸

小
千
代
子
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
八
戸

23
5

号
。『
青
』
近
、1

66
号
。

『
八
』

65
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

51
号

62
-
14
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

6
月

20
日

15
95

06
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

齋
藤
連
太
郎
氏
旧
蔵
文

書
（
墨
引
）　
自
福
岡
　
八
戸

千
代
子
へ
　
信
直

『
八
』

65
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

52
号

62
-
15
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

6
月

26
日

15
95

06
26

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
福
岡

ゟ
　
八
戸

千
代
子
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
八
戸

33
6

号
。『
青
』
近
、1

68
号
。

『
八
』

65
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

53
号

62
-
16
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

6
月

29
日

15
95

06
29

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
福
岡

ゟ
　
八
戸

千
代
子
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
八
戸

23
6

号
。『
青
』
近
、1

67
号
。

『
八
』

65
8
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

55
号
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62
-
17
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
カ
）

7
月

1
日

15
95

07
01

 「
南
部
信
直
書
状
」

遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵

赤
沢
文
書

（
墨
引
）　
小
千
代
子
か
た

へ
　
福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

49
6

号
。『
八
』6

59
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

56
号

『
岩
戦
』
に
は
端
裏

ウ
ワ
書
は
翻
刻
さ
れ

ず

62
-
18
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
カ
）

7
月

8
日

15
95

07
08

 「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
八
戸
千
代
子
か

た
へ
　
福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

23
7

号
。『
八
』6

61
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

11
1
号

62
-
19
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

8
月

2
日

15
95

08
02

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
千
代
子
　
福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

34
0

号
。『
青
』
近
、1

73
号
。

『
八
』

66
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

60
号

62
-
20
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

8
月

8
日

15
95

08
08

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
ち
よ
こ
参
　
福

岡
ゟ

『
青
』
中

1、
八
戸

34
1

号
。『
八
』6

67
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

61
号

62
-
21
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

8
月

23
日

15
95

08
23

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
お
ち
か
た
へ
　

福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

34
3

号
。『
青
』
近
、1

79
号
。

『
八
』

67
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

11
7
号

62
-
22
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

8
月

24
日

15
95

08
24

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
お
ち
か
た
へ
　

福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

24
1

号
。『
青
』
近
、1

80
号
。

『
八
』

67
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

66
号

62
-
23
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

9
月

8
日

15
95

09
08

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
八
戸
千
代
子
　

福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

34
4

号
。『
青
』
近
、1

83
号
。

『
八
』

67
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

67
号

62
-
24
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

10
月

22
日

15
95

10
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
新
田
　
木
工
方

へ
　
福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

63
3

号
。『
八
』7

33
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
4
号

年
代
比
定
は
熊
谷
①

に
よ
る

62
-
25
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
文
禄

4
年
）

11
月

22
日

15
95

11
22

 「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

（
墨
引
）　
ふ
く
を
か
よ
り
　

八
戸
お
ち
か
た
へ
　
信
直
『
青
』
中

1、
八
戸

24
2

号
。『
青
』
近
、1

86
号
。

『
八
』

67
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
2
号

「
ふ
く
を
か
よ
り
」

は
『
八
』
の
み
に
翻

刻
。

62
-
26
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長
元
年
）

1
月

10
日

15
96

01
10

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
八
戸
千
代
子
か

た
へ
　
福
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

33
1

号
。『
青
』
近
、2

42
号
。

『
八
』

68
2
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

86
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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62
-
27
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長
元
年
）

1
月

22
日

15
96

01
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
自
福
岡
　
木
工

方
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
三
戸

59
7

号
。『
青
』
近
、1

59
号
。

『
八
』

68
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

88
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

62
-
28
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

慶
長
元
年

7
月
頃

15
96

07
00

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

福
岡
へ
越
へ
く
候
、
澤
田

ニ
も
米
借
候
間

『
青
』
中

1、
三
戸

64
1

号
。『
青
』
近
、1

61
号
。

『
八
』

69
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
9
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

62
-
29
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長
元
～
慶
長

3
年
）

10
月

4
日

15
96

10
04

 「
南
部
信
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
福
岡

ゟ
　
新
田

木
工
か
た
へ
　
信
直

『
青
』
中

1、
三
戸

60
2

号
。『
八
』7

31
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

12
1
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
30
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

2
年
）

12
月

6
日

15
97

12
06

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

八
戸
へ
年
内
帰
候
共
、
正

月
末
ハ
福
岡
へ
可
越
候
、

某
留
守
ニ
候
間
、
越
候
て

福
岡
ニ
居
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
八
戸

24
4

号
。『
青
』
近
、2

18
号
。

『
八
』

71
2
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

25
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
31
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

2
年
）

12
月

9
日

15
97

12
09

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

は
や
ば
や
八
戸
へ
帰
候

哉
、
某
留
守
ニ
候
共
、
正

月
末
ハ
福
岡
へ
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

24
5

号
。『
青
』
近
、2

19
号
。

『
八
』

71
3
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

13
5
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
32
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

2
年
）

12
月

28
日

15
97

12
28

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

二
月
ハ
福
岡
へ
越
候
て
、

九
郎
鷹
野
あ
る
き
候
ハ
ヽ
『
青
』
中

1、
八
戸

24
6

号
。『
青
』
近
、2

21
号
。

『
八
』

71
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

26
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
33
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

3
年
カ
）

1
月

4
日

15
98

01
04

 「
南
部
信
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

福
岡
へ
越
候
へ
と
云
候

ハ
ヽ
、
早
々
越
候
て
可
然

候

『
青
』
中

1、
八
戸

24
7

号
。『
青
』
近
、2

22
号
。

『
岩
戦
』

1、
信
直

31
号

62
-
34
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

3
年
）

1
月

7
日

15
98

01
07

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

八
戸
へ
帰
候
ハ
ヽ
、
早
々

福
岡
へ
可
越
候

『
青
』
中

1、
八
戸

34
8

号
。『
青
』
近
、2

23
号
。

『
八
』

71
6
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

37
号

62
-
35
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

3
年
）

2
月

1
日

15
98

02
01
「
南
部
信
直
書
状
」

齋
藤
連
太
郎
氏
旧
蔵
文

書
ふ
く
お
か
　
お
ち
か
た
へ
　『
青
』
近
、2

27
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

39
号
。

『
八
』

71
9
号

62
-
36
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

3
年
）

2
月

1
日

15
98

02
01

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

ふ
く
を
□
　
□
ち
か
た
へ
　『
青
』
中

1、
八
戸

35
0

号
。『
青
』
近
、2

27
号
。

『
八
』

71
9
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

39
号
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62
-
37
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

3
年
）

3
月

8
日

15
98

03
08

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
三
翁
物
語

八
戸
ニ
居
候
哉
、
早
々
福

岡
へ
越
候
て
可
待
候

『
青
』近
、2

31
号
。『
八
』

72
3
号

62
-
38
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

4
年
）

閏
3
月

20
日

15
99

03
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
ふ
く
を
か

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

35
7

号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

84
号

62
-
39
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

4
年
カ
）

6
月

20
日

15
99

06
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
よ
り
福
岡

『
青
』
中

1、
八
戸

35
9

号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

52
号

62
-
40
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

5
年
カ
）

6
月

14
日

16
00

06
14

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

福
岡

ゟ
の
飯
米
、
又
助
ニ

五
駄
越
候

『
青
』
中

1、
三
戸

61
2

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

26
0
号

62
-
41
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

6
年
）

3
月

24
日

16
01

03
24

 「
南
部
利
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

福
岡
へ
玉
薬
取
ニ
越
候
…

福
岡
よ
り
玉
薬
其
元
ま
て

越
候
ハ
ヽ

『
青
』
中

1、
三
戸

64
5

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

18
号

62
-
42
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

慶
長

15
年

7
月

29
日

16
10

07
29

 「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

福
岡
に
て
　
石
沢
左
近
　

新
田
又
助

『
青
』
中

1、
三
戸

62
2

号
。『
青
』
近
、5

76
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

56
号

62
-
43
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

19
年
～
元

和
6
年
）

7
月

9
日

16
14

07
09

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

夕
か
け
ニ
ふ
く
お
か
ま
て

参
候

『
青
』
中

1、
八
戸

37
1

号
。『
八
』9

43
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

27
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
44
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
慶
長

19
年
～
元

和
6
年
）

7
月

9
日

16
14

07
09

 「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

今
日
ふ
く
お
か
ま
て
か
へ

り
申
候

『
八
』

94
3
号

62
-
45
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
元
和

4
年
）

3
月

29
日

16
18

03
29

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

ふ
く
お
か
の
か
ゝ
も
、
正

月
す
へ
其
元
へ
参
候
よ

し
、
よ
き
事
ニ
候

『
青
』中

1、
宝
翰

38
号
。

『
八
』

93
7
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

24
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

62
-
46
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
元
和

7
年
）

3
月

1
日

16
21

03
01

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
「
三
翁
昔
語
」
三

明
日
・
明
後
日
ハ
こ
ゝ
も

と
作
事
共
申
付

『
八
』

88
1
号

「
こ
ゝ
も
と
」＝
福
岡

か

62
-
47
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
20

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

62
-
48
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

寛
永

10
年

9
月

15
日

16
25

09
15

 「
書
留
　
御
巡
見
之

次
第
」

盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵

文
書

一
、
御
昼
通
　
御
物
頭
ハ

福
岡
、
下
々
ハ
一
戸

『
青
』
近
、

10
44
号
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62
-
49
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
年
未
詳
）

6
月

11
日

「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

福
岡
ま
て
越
せ
候
て

『
青
』
中

1、
三
戸

61
4

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

19
7
号
・

25
8
号

62
-
50
福
岡

（
九
戸
）

岩
手
県
二
戸
市

（
年
未
詳
）

11
月

17
日

「
南
部
信
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

七
戸
丞
と
の
へ
　
福
岡
よ

り
『
青
』
中

1、
宝
翰

18
9

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

20
3
号

63
-
1
福
田

岩
手
県
二
戸
市

（
永
禄
末
年
）

9
月

16
日

15
70

09
16

 「
東
政
勝
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

福
田
之
事
ハ
一
筋
ニ
三
戸

之
奉
公
被
仕
候

『
青
』
中

1、
八
戸

17
8

号
。『
八
』

37
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

63
-
2
福
田

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

又
ハ
吉
田
・
福
田
か
は
り

候
、
浄
法
寺
・
大
館
・
松

岳
手
賢
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

64
松
岡

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

又
ハ
吉
田
・
福
田
か
は
り

候
、
浄
法
寺
・
大
館
・
松

岳
手
賢
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

65
吉
田

岩
手
県
二
戸
市

（
天
正

19
年
）

7
月

22
日

15
91

07
22

 「
南
部
信
直
書
状
」

川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

又
ハ
吉
田
・
福
田
か
は
り

候
、
浄
法
寺
・
大
館
・
松

岳
手
賢
候

『
青
』
中

1、
三
戸

58
2

号
。『
青
』
近
、

98
号
。

『
八
』

56
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

15
号

66
野
田

岩
手
県
野
田
村

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

野
田
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

67
田
頭

岩
手
県
八
幡
平
市
（
慶
長
元
年
カ
）

7
月

3
日

15
96

07
03

 「
南
部
信
直
書
状
案
」
四
戸
家
文
書

子
次
方

ゟ
田
頭
へ
越
候
也
『
青
』
中

1、
三
戸

65
7

号
。『
八
』6

89
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

11
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

68
安
俵

岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

安
俵
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

69
-
1
大
迫

岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

大
迫
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

69
-
2
大
迫

岩
手
県
花
巻
市

慶
長

17
年

9
月

13
日

16
12

09
13
「
南
部
利
直
黒
印
状
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

盛
岡
　
大
迫
　
達
曽
部
　

横
田
　
右
四
ヶ
所

『
岩
戦
』

1、
利
直

85
号



44

東北学院大学論集　歴史と文化　第 57号

70
亀
森

岩
手
県
花
巻
市

慶
長

5
年

10
月

24
日

16
00

10
24

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

今
度
亀
森
之
城
、
何
事
な

き
儀
者
、
其
方
覚
悟
ま
て

ニ
候
、
左
候
へ
ハ
鳥
屋
崎

へ
其
方
ハ
在
符
さ
せ
候
間

…
亀
森
人
足
ハ
其
方
鳥
屋

崎
へ
在
符
仕
候
付
而
、
普

請
赦
免
候
間
、
早
々
あ
し

よ
ハ
鳥
屋
崎
へ
可
越
候

『
青
』
中

1、
宝
翰

14
9

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

16
号

71
十
八
沢

岩
手
県
花
巻
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
三
月
廿
二
日
稗
貫
瀬
川
城

十
八
澤
責
戦
之
間

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

72
十
二
丁
目
岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

十
二
丁
目
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

73
瀬
川

岩
手
県
花
巻
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
三
月
廿
二
日
稗
貫
瀬
川
城

十
八
澤
責
戦
之
間

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

74
-
1
寺
林

岩
手
県
花
巻
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
同
廿
四
日
襲
来
寺
林
之
城
『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

74
-
2
寺
林

岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

寺
林
　
平
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

75
新
堀

岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

新
堀
　
山
城

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

76
-
1
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
張
陣
鳥
谷
崎
、
江
刺
之

面
々
、
致
二
子
城
警
固

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

76
-
2
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

18
年
）

11
月

29
日

15
90

11
29

 「
浅
野
長
吉
書
状
」

盛
岡
南
部
家
文
書

貴
所
早
速
和
賀
辺
迄
御
出

候
由
及
承
候
、
次
其
地
ニ

残
置
候
拙
者
者
共

『
青
』
中

1、
三
戸

53
4

号
。『
青
』
近
、

62
号
。

『
八
』

53
2
号
。『
岩
中
』

下
、

10
6
号

「
其
地
」＝
鳥
谷
崎

76
-
3
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

19
年
）

2
月

28
日

15
91

02
28

 「
浅
野
忠
政
等
書
状
」
色
部
文
書

去
年
薭
貫
に
被
残
置
候
処

ﾆ、
一
揆
令
蜂
起
籠
城
候

刻

『
青
』
近
、7

2
号
。『
八
』

53
7
号
。『
岩
戦
』

2、
11

3
号

「
稗
貫
」＝
花
巻

76
-
4
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

鳥
谷
崎
　
平
城
　

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号
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76
-
5
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
慶
長

2
年
）

11
月

17
日

15
97

11
17

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

（
墨
引
）　
鳥
屋
崎

ゟ
『
青
』
中

1、
八
戸

34
7

号
。『
八
』7

11
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

13
1
号

76
-
6
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

慶
長

5
年

10
月

24
日

16
00

10
24

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

今
度
亀
森
之
城
、
何
事
な

き
儀
者
、
其
方
覚
悟
ま
て

ニ
候
、
左
候
へ
ハ
鳥
屋
崎

へ
其
方
ハ
在
符
さ
せ
候
間

…
亀
森
人
足
ハ
其
方
鳥
屋

崎
へ
在
符
仕
候
付
而
、
普

請
赦
免
候
間
、
早
々
あ
し

よ
ハ
鳥
屋
崎
へ
可
越
候

『
青
』
中

1、
宝
翰

14
9

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

16
号

76
-
7
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
元
和
元
～

6
年
）

4
月

13
日

16
15

04
13
「
南
部
利
直
書
状
」

齋
藤
連
太
郎
氏
旧
蔵
文

書
花
ま
き

ゟ
　（
墨
引
）　
八

戸
か
ミ
　
し
な
の
　
御
返

事

『
八
』

93
8
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

24
3
号

『
岩
戦
』
で
は
「
花

ま
き
」で
は
な
く「
尼

さ
き
」
と
す
る

76
-
8
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
元
和
元
～

7
年
）

2
月

15
日

16
15

02
15
「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文
書
盛
岡
・
は
な
ま
き
ニ
蔵
米

多
候
、
遠
野
ニ
て
も
、
い

つ
も
の
こ
と
く
う
ら
せ
へ

く
候

『
岩
戦
』

2、
20

5
号
。

『
八
』

93
6
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

76
-
9
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
寛
永

3
年
）

5
月

8
日

16
26

05
08

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

花
巻

ゟ
も
其
方
申
付
候
て

…
遠
野
・
花
巻
へ
も
鳥
毛

ぬ
か
せ
て
越
候
へ
よ
し

『
青
』中

1、
宝
翰

35
号
。

『
八
』

93
2
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

12
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

76
-
10
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
29

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

76
-
11
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

寛
永

10
年

9
月

15
日

16
33

09
15

 「
書
留
　
御
巡
見
之

次
第
」

盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵

文
書

一
、
御
泊
　
花
巻
　
諸
道

具
同

『
青
』
近
、

10
44
号

76
-
12
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

寛
永

11
年

4
月
晦
日

16
34

04
31

 「
留
守
中
用
之
覚
書

之
事
」

遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵

赤
沢
文
書

花
巻

ゟ
荷
物
閉
伊
大
土
へ

通
候
時
、
伝
馬
出
し
候
へ

と
花
巻
留
守
居
衆

ゟ
理
候

共

『
八
』

92
0
号

76
-
13
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
年
未
詳
）

8
月

15
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

只
今
従
花
巻
の
ろ
し
二
丁

上
候

『
青
』
中

1、
宝
翰

15
5

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

28
2
号

76
-
14
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
年
未
詳
）

8
月

22
日

「
南
部
利
直
書
状
」

光
林
寺
文
書

廿
日
鳥
谷
崎
へ
被
成
御
越

由
、
昨
日
教
尊
寺
被
申
候

間

『
岩
戦
』

1、
利
直

28
4

号
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76
-
15
花
巻

（
鳥
谷
崎
）
岩
手
県
花
巻
市

（
年
未
詳
）

9
月

20
日

「
南
部
利
直
書
状
」

遠
野
宮
森
文
書

於
鳥
谷
崎
ニ
一
家
所

ゟ
請

取
可
申
候
者
也

『
岩
戦
』

1、
利
直

29
2

号

77
矢
澤

岩
手
県
花
巻
市
か
（
慶
長

2～
4
年
）

3
月

8
日

15
97

03
08

 「
南
部
信
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

明
日
ハ
矢
澤
ま
て
可
越
候

間
…
尚
々
明
日
ハ
矢
澤
ま

て
越
候
て

『
青
』
中

1、
八
戸

35
5

号
。『
八
』7

46
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

93
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

78
湯
楯

岩
手
県
花
巻
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
同
廿
八
日
、
湯
楯
可
被
責

有
調
儀

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

79
平
泉

岩
手
県
平
泉
町

貞
和

4
年

12
月
日

13
48

12
00

 「
和
賀
義
光
着
到
状
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

於
平
泉
御
陣
、
致
警
固
忠

勤
『
岩
中
』
上
、

23
4
号

80
-
1
種
市

岩
手
県
洋
野
町

（
天
正

19
年
）

5
月

29
日

15
91

05
29

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

来
月
十
六
日
よ
り
種
一
へ

御
渡
し
候
へ
く
候

『
青
』
中

1、
三
戸

57
8

号
。『
青
』
近
、

81
号
。

『
八
』

54
7
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

12
号

80
-
2
種
市

岩
手
県
洋
野
町

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

種
市
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

80
-
3
種
市

岩
手
県
洋
野
町

（
慶
長
元
年
）

5
月

20
日

15
96

05
20

 「
南
部
信
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

当
年
ハ
新
田
之
者
ニ
も
御

材
木
と
ら
せ
へ
く
候
、
種

一
・
か
る
ま
い
な
と
か
け

候
間
申
付
候

『
青
』
中

1、
三
戸

64
2

号
。『
青
』
近
、1

64
号
。

『
八
』

68
5
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

48
号

年
代
比
定
は
『
八
』、

熊
谷
①
に
よ
る

81
-
1
千
徳

岩
手
県
宮
古
市

（
天
正

19
年
）

4
月

16
日

15
91

04
16

 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田

家
文
書

千
徳
へ
御
意
見
可
然
迄
候
『
青
』
中

1、
三
戸

57
5

号
。『
青
』
近
、

79
号
。

『
八
』

54
4
号
。『
岩
戦
』

1、
信
直

98
号

81
-
2
千
徳

岩
手
県
宮
古
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

千
徳
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

82
田
鎖

岩
手
県
宮
古
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

田
鍍
　
山
城
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

83
上
田

岩
手
県
盛
岡
市

（
正
平

5
年
カ
）

6
月

18
日

13
50

06
18

 「
北
畠
顕
家
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

兼
又
上
田
城
事
、
成
和
与

之
儀
候
之
間

『
青
』
中

1、
八
戸

12
0

号
。『
南
東
』

10
23
号

84
-
1
乙
部

岩
手
県
盛
岡
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

乙
部
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号
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84
-
2
乙
部

岩
手
県
盛
岡
市

文
禄

5
年

6
月

4
日

15
96

06
04

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
四
戸
家
文
書

か
た
よ
せ
・
乙
部
へ
番
越

候
、
伝
馬
三
拾
、
沼
宮
内
・

川
口

ゟ
下
田
・
門
前
寺
ま

て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ
候
、

又
下
田
・
門
前
寺

ゟ
子
次

方
ま
て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
4

号
。『
八
』6

86
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

70
号

84
-
3
乙
部

岩
手
県
盛
岡
市

（
文
禄

5
年
・
慶

長
元
年
カ
）

6
月

16
日

15
96

06
16

 「
南
部
信
直
書
状
」

四
戸
家
文
書

其
方
乙
部
へ
越
候
も
の

共
、
か
た
ひ
ら
今
日
相
届

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
5

号
。『
八
』6

88
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

10
6
号

85
厨
川

岩
手
県
盛
岡
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

厨
川
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

安
倍
館

86
-
1
下
田

岩
手
県
盛
岡
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

下
田
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

86
-
2
下
田

岩
手
県
盛
岡
市

文
禄

5
年

6
月

4
日

15
96

06
04

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
四
戸
家
文
書

か
た
よ
せ
・
乙
部
へ
番
越

候
、
伝
馬
三
拾
、
沼
宮
内
・

川
口

ゟ
下
田
・
門
前
寺
ま

て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ
候
、

又
下
田
・
門
前
寺

ゟ
子
次

方
ま
て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
4

号
。『
八
』6

86
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

70
号

87
見
舞

岩
手
県
盛
岡
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

見
舞
　
平
地
破

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

88
-
1
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

永
享

8
年
成
立
カ

14
36

00
00

 「
稗
貫
状
」

岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
送
不
来
方
城
数
日

『
青
』
中

3、
17

32
号
。

『
岩
中
』
下
、

15
1
号

88
-
2
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

応
永

11
年

5
月

3
日

14
50

05
03
「
足
利
義
政
書
状
写
」
所
蔵
者
不
明

不
来
方
境
目
之
間
大
切
ニ

可
仕
候
、
粟
米
等
其
方
之

蔵
へ
入
置
可
申
候

『
岩
中
』
中
、

49
号

差
出
所
は
「
某
大

膳
」。
足
利
義
政
で

は
な
い

88
-
3
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
天
正

20
年
・
文

禄
1
年
）

6
月

11
日

15
92

06
11

 「
南
部
大
膳
大
夫
諸

城
破
却
書
上
写
」

『
聞
老
遺
事
』
七

不
来
方
　
平
城

『
青
』近
、1

30
号
。『
八
』

61
5
号

88
-
4
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
文
禄

3
年
カ
）

3
月

24
日

15
94

03
24

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
福
士
家
文
書

不
来
方
沙
汰
等
之
事
、
四

人
談
合
仕
候
て
可
相
究
候
『
青
』
中

1、
三
戸

64
6

号
。『
八
』6

34
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

44
号
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88
-
5
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

文
禄

5
年

6
月

4
日

15
96

06
04

 「
南
部
信
直
黒
印
状
」
四
戸
家
文
書

か
た
よ
せ
・
乙
部
へ
番
越

候
、
伝
馬
三
拾
、
沼
宮
内
・

川
口

ゟ
下
田
・
門
前
寺
ま

て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ
候
、

又
下
田
・
門
前
寺

ゟ
子
次

方
ま
て
を
く
り
ま
ひ
ら
せ

候

『
青
』
中

1、
三
戸

65
4

号
。『
八
』6

86
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

70
号

88
-
6
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
慶
長
元
年
カ
）

7
月

3
日

「
南
部
信
直
書
状
案
」
四
戸
家
文
書

子
次
方

ゟ
田
頭
へ
越
候
也
『
青
』
中

1、
三
戸

65
7

号
。『
八
』6

89
号
。『
岩

戦
』

1、
信
直

11
0
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

88
-
7
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
慶
長

4～
5
年

カ
）

7
月

1
日

15
99

07
01

 「
南
部
利
直
書
状
」

池
野
藤
兵
衛
氏
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

盛
岡
よ
り

『
青
』
中

1、
三
戸

64
3

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

26
7
号

88
-
8
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
慶
長

5
年
～
寛

永
9
年
）

9
月

18
日

16
00

09
18

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

三
十
間
之
蔵
、
よ
こ
ハ
三

間
半
…
と
か
く
掃
部
わ
き

地
形
つ
き
上
候
様
ニ
…
掃

部
屋
敷
・
袴
田
屋
敷
…
土

手
ぬ
け
候
由

『
青
』中

1、
宝
翰

16
号
。

『
八
』

94
7
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

29
1
号

盛
岡
城
か
。
年
代
比

定
は
『
八
』
に
よ
る

88
-
9
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
慶
長

6
年
）

7
月

25
日

16
01

07
25
「
南
部
利
直
書
状
」

三
戸
石
井
文
書

盛
岡
ニ
明
家
候
は
渡
し
可

置
候
…
盛
岡
に
て
可
渡
候
『
岩
戦
』

1、
利
直

21
号

88
-
10
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
慶
長

8
年
カ
）

8
月

20
日

16
03

08
20

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
盛
岡
南
部
家
文
書

（
全
体
に
わ
た
り
盛
岡
城

築
城
に
関
す
る
も
の
）

『
青
』
中

1、
三
戸

56
2

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

28
3
号

88
-
11
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

慶
長

11
年

8
月

17
日

16
06

08
17

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

又
四
拾
四
匁
ハ
盛
岡
蔵
米

五
十
五
駄
渡
し
候

『
青
』
中

1、
八
戸

25
3

号
。『
青
』
近
、4

93
号
。

『
八
』

78
6
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

42
号

88
-
12
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

慶
長

17
年

9
月

13
日

16
12

09
13
「
南
部
利
直
黒
印
状
」
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
日
本
史
研
究
室

所
蔵
鬼
柳
文
書

盛
岡
　
大
迫
　
達
曽
部
　

横
田
　
右
四
ヶ
所

『
岩
戦
』

1、
利
直

85
号

88
-
13
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
慶
長

19
年
～
元

和
6
年
）

7
月

7
日

16
14

07
07

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

も
り
お
か
ニ
も
、
い
つ
れ

も
そ
く
さ
い
の
よ
し

『
青
』
中

1、
八
戸

37
0

号
。『
八
』9

33
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

27
2
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

88
-
14
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
元
和
元
～

7
年
）

2
月

15
日

16
15

02
15
「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文
書
盛
岡
へ
可
申
遣
候
…
盛

岡
・
は
な
ま
き
ニ
蔵
米
多

候
、
遠
野
ニ
て
も
、
い
つ

も
の
こ
と
く
う
ら
せ
へ
く

候

『
岩
戦
』

2、
20

5
号
。

『
八
』

93
6
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る
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88
-
15
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
元
和

6
年
）

壬
12
月

12
日

16
20

12
12

 「
南
部
利
直
書
状
」

南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

城
へ
巡
り
候
て
、
御
喜
候

へ
く
候
…
城
へ
状
越
申
候

間

『
青
』
中

1、
八
戸

26
2

号
。『
八
』

87
7
号

88
-
16
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

元
和

7
年

5
月

28
日

16
21

05
28
「
南
部
利
直
知
行
状
」
系
胤
譜
考

去
年
御
上
洛
御
供
留
守
中

ニ
当
城
ニ
足
よ
わ
共
女
在

詰

『
青
』
近
、8

27
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

17
6
号
。

『
岩
』
近
、

96
号

「
当
城
」＝
盛
岡

88
-
17
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

元
和

7
年

5
月

29
日

16
21

05
29

 「
南
部
利
直
黒
印
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野

南
部
家
文
書

盛
岡
上
下
之
為
留
遣
分

『
青
』
中

1、
八
戸

26
5

号
。『
岩
』
近
、

97
号

88
-
18
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
元
和

7
年
～
寛

永
3
年
）

6
月

7
日

16
21

06
07

 「
南
部
利
直
書
状
」

盛
岡
市
教
育
委
員
会
所

蔵
南
部
利
昭
氏
旧
蔵
文

書

今
日
盛
岡
へ
可
着
と
思

候
、
三
戸
へ
着
候
と
も
、

無
間
断
城
へ
出
奉
公
尤
候

『
青
』
中

1、
八
戸

37
4

号
。『
八
』9

25
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

25
6
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

88
-
19
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
寛
永

3
年
）

5
月

8
日

16
26

05
08

 「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

盛
岡
ニ
居
候
よ
し
、
田
中

申
候
…
盛
岡
に
て
町
之
者

見
か
け

『
青
』中

1、
宝
翰

35
号
。

『
八
』

93
2
号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

12
3
号

年
代
比
定
は
『
八
』

に
よ
る

88
-
20
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

寛
永

5
年

3
月

6
日

16
20

03
06
「
南
部
利
直
書
状
」

川
嶋
文
書

一
、
五
十
本
　
御
門
戸
ひ

ら
　
長
サ
二
間
　
は
ば
五

寸
四
方
　
栗

『
岩
戦
』

1、
利
直

22
1

号
盛
岡
城
関
係
か

88
-
21
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

寛
永

6
年

2
月

15
日

16
21

02
15
「
南
部
利
直
黒
印
状
」
中
里
文
書

一
両
年
普
請
精
入
候
間
、

当
年

ゟ
為
加
増
蔵
米

『
岩
戦
』

1、
利
直

22
6

号
盛
岡
城
関
係
か

88
-
22
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

寛
永

6
年

12
月

13
日

16
21

12
13
「
南
部
利
直
往
来
手

形
」

三
戸
梅
内
文
書

花
巻
　
郡
山
　
盛
岡
　
沼

宮
内
　
一
戸
　
福
岡
　
金

田
市

『
青
』
近
、9

57
号
。『
岩

戦
』

1、
利
直

23
3
号

88
-
23
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

寛
永

10
年

9
月

1
日

16
25

09
01

 「
石
母
田
安
頼
書
状
」
天
理
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
文
書

森
岡
へ
今
明
日
中
ニ
御

着
、
其
よ
り
仙
北
境
、
朴

沢
と
申
金
山
な
と
御
覧
、

水
沢
へ
今
四
日
・
五
日
比

ニ
御
着
可
被
成
由

『
青
』
近
、

10
43
号

88
-
24
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

寛
永

10
年

9
月

15
日

16
25

09
15

 「
書
留
　
御
巡
見
之

次
第
」

盛
岡
中
央
公
民
館
所
蔵

文
書

一
、
御
泊
　
盛
岡
　
諸
道

具
同

『
青
』
近
、

10
44
号

88
-
25
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

寛
永

11
年

4
月
晦
日

16
26

04
31

 「
留
守
中
用
之
覚
書

之
事
」

遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵

赤
沢
文
書

一
、
盛
岡
之
番
、
其
元
給

人
共
ニ
可
申
付
事
…
一
、

今
度
遠
野

ゟ
御
城
へ
上
候

道
具
之
内
…
一
、
爰
元
ニ

残
シ
置
候
か
ち
之
者
共
、

盛
岡
ニ
可
為
詰
事
…
一
、

遠
野
中
金
山
へ
、
盛
岡
老

衆
ゟ
理
な
き

『
八
』

92
0
号
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88
-
26
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

6
月

7
日

「
南
部
利
直
書
状
」

斎
藤
文
書

今
日
盛
岡
へ
可
着
と
思

候
、
三
戸
へ
着
候
と
も
無

間
断
城
へ
出
奉
公
尤
候

『
岩
戦
』

1、
利
直

25
6

号

88
-
27
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

6
月

21
日

「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
も
り
を
か

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

61
5

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

26
3
号

88
-
28
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

6
月

21
日

「
南
部
利
直
書
状
」

木
村
文
書

ミ
の
ニ
言
候
て
水
普
請
之

も
の
共
無
油
断
番
々
ニ
越

候
や
う
ニ
…
屋
敷
ほ
し
か

り
候
者

『
岩
戦
』

1、
利
直

26
3

号

88
-
29
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

6
月

26
日

「
南
部
利
直
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

盛
岡
ニ
一
日
休
候
て
…
盛

岡
ニ
て
弥
三
郎
所
の
下
ノ

台
所
ニ
て
さ
せ
へ
し

『
青
』中

1、
宝
翰

34
号
。

『
岩
戦
』

1、
利
直

26
5

号

88
-
30
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

7
月

1
日

「
南
部
利
直
書
状
」

五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五

戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
盛
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

61
6

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

26
8
号

88
-
31
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

7
月

4
日

「
南
部
利
直
書
状
」

岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵

五
戸
木
村
文
書

（
墨
引
）　
盛
岡

ゟ
『
青
』
中

1、
三
戸

63
8

号
。『
岩
戦
』

1、
利
直

27
1
号

88
-
32
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

9
月

4
日

「
南
部
利
直
書
状
」

陸
奥
中
世
文
書

普
請
隙
明
日
は
ゆ
る
く
候

ハ
ヽ

『
岩
戦
』

1、
利
直

28
7

号
盛
岡
城
関
係
か

88
-
33
盛
岡

（
不
来
方
）
岩
手
県
盛
岡
市

（
年
未
詳
）

9
月

4
日

「
南
部
利
直
書
状
」

三
戸
石
井
文
書

盛
岡
に
て
可
渡
候
…
も
り

岡
ニ
明
家
に
て
か
し
可
置

候

『
岩
戦
』

1、
利
直

29
4

号

89
木
間
埼
向

城
岩
手
県
陸
前
高
田

市
観
応

3
年

4
月

28
日

13
52

04
28
「
吉
良
貞
経
軍
忠
状
」
只
野
重
次
郎
氏
所
蔵
多

田
文
書

気
仙
郡
木
間
崎
向
城
事
、

一
族
相
共
馳
向
彼
所

『
岩
中
』
上
、

25
7
号
。

『
南
東
』

11
48
号

90
-
1
気
仙

岩
手
県
陸
前
高
田

市
（
天
正

16
年
カ
）

閏
月

2
日

15
88

00
50

2 「
常
庵
宗
慎
書
状
写
」
宝
翰
類
聚

気
仙
之
事
、
尤
家
中
之
事

与
云

『
青
』中

1、
宝
翰

29
号
。

『
岩
中
』
下
、

34
0
号

90
-
2
気
仙

岩
手
県
陸
前
高
田

市
（
天
正

19
年
）

9
月

22
日

15
91

09
22

 「
石
田
三
成
書
状
」

伊
達
家
文
書

気
仙
・
大
原
両
城
之
儀
普

請
出
来

『
伊
達
家
文
書
』

62
1

号
「
気
仙
」＝
高
田
か
二

日
市

91
二
日
市

岩
手
県
陸
前
高
田

市
天
正

16
年

6
月

2
日

15
88

06
02
「
葛
西
晴
信
知
行
宛

行
状
」

本
吉
昆
野
文
書

今
度
浜
田
安
房
守
逆
意
、

気
仙
沼
於
長
部
及
一
戦
候

所

『
岩
戦
』

2、
73
号

要
検
討


